
日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７
泗水秋祭り（孔子ま
つり・コスモスマラ
ソン・農業まつり）
９:00 ～16:00
孔子公園
菊池市文化祭
各会場　～３日まで

健康相談
９:30 ～10:30

（受付）　泗支所

 ポリオ予防接種　
13:30 ～14:00

（受付）　菊文館

６・７カ月児健診　
13:30 ～14:00

（受付）　旭憩家

くまもと・みんなの
川と海づくり県民
大会　
13:00 ～16:00　
菊文館

８ ９ 10 11 12 13 14
地域とともにこん
にちは熊日です in
菊池
10:00 ～　菊文館

育児相談
９:30 ～10:30

（受付）　西部セ
健康相談
９:30 ～10:30

（受付）　菊中公
秋の火災予防運動
～15日まで

３・４カ月児健診
13:30 ～14:00

（受付）　七多セ
社会保険出張相談
所開設
10:00 ～15:00　
菊中公

弁護士相談
９:00 ～12:00

（要予約）、
行政相談
10:00 ～12:00　
七多セ
１歳６カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）　泗支所
人形芝居ぱれっと
公演　10:00 ～　
西部セ

３歳児健診　
13:10 ～13:30

（受付）　泗支所

３・４カ月児健診　
13:10 ～13:30

（受付）　西部セ

15 16 17 18 19 20 21
「新たな西郷像を語
る」講演会
13:30 ～　七　公

健康相談
９:30 ～10:30

（受付）　旭支所

育児教室
９:30 ～10:00

（受付）　西部セ

アットホーム「マ
タニティ」（母親学
級）　
13:15 ～13:30

（受付）　菊中公
すくすくクラブ

（子育て講演会）　
10:30 ～　西部セ

６・７カ月児健診　
13:30 ～14:00

（受付）　泗　公

男女共同参画専門
委員相談
13:30 ～16:30　
菊中公
１歳６カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）　菊文館

菊池市健康づくり
大会　
13:30 ～16:00　
泗　ホ

22 23 24 25 26 27 28
健康相談
９:30 ～10:30

（受付）　七多セ

すくすくクラブ（小
麦粉粘土で遊ぼう）
10:30 ～　西部セ

２歳６カ月児歯科
健診　
13:30 ～14:00

（受付）　菊文館

弁護士相談
９:00 ～12:00

（要予約）　泗福セ
３歳児健診　
13:10 ～13:30

（受付）　菊文館

スライム作り ( 小
学生対象）
10:00 ～　西部セ

29 30 12/1 12/2 12/3 12/4 12/5
アットホーム

「マタニティ」
（母親学級）　
13:15 ～13:30

（受付）　菊中公

１歳６カ月児健診
13:30 ～14:00

（受付）　旭憩家

６・７カ月児健診　
13:30 ～14:00

（受付）　旭憩家

１歳６カ月児健診　
13:10 ～13:30

（受付）　菊文館

旭志伊萩の二宮神社で、50年に一度開催さ
れる遷宮祭があり、新明保育園の園児たち
がお神輿で盛り上げました。
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肩こり（健康だより）

新型インフルエンザへの対応

平成22年４月１日から新規で保育所に
入所を希望する児童を募集します

光ブロードバンド整備開始！

菊池市職員採用試験の追加募集
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27

菊文館 菊池市文化会館
菊中公 菊池市中央公民館
児童セ 児童センター
西部セ 西部市民センター
健相室 健康相談室
菊多Ｇ 菊池公園多目的グラウンド

七支所 七城総合支所
七多セ 七城多目的研修センター
七　公 七城公民館
七総Ｇ 七城総合グラウンド
旭支所 旭志総合支所
旭多セ 旭志多目的研修センター

旭憩家 旭志老人憩いの家
旭　公 旭志公民館
泗支所 泗水総合支所
泗　公 泗水公民館
泗　ホ 泗水ホール
泗福セ 泗水地域福祉センター11月の行事予定11月の行事予定

平成21年11月号９月末の人の動き
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菊池市企画振興課
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（対前月比）　

■人口：52,078人　　（５）

　男性：24,966人　　（２）

　女性：27,112人　　（３）

　世帯：17,862世帯　（-1）
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T O P I C S

　明るい選挙啓発コンクールへは、たくさんの応募をいただきまして大変ありがとうございました。
　菊池市明るい選挙推進協議会において第一次審査を行い、次の作品を選考し、県での第二次審査へ出品しまし
た。第二次審査結果発表は 12 月予定です。
　皆さんの作品を通して、選挙の大切さを認識してもらい、明るい選挙の推進につなげていきたいと思います。
　各部門の入賞者は次のとおりです。（敬称略）

●４コマ漫画の部
工藤翔子（七城小５年）
中原桃子（菊池南中３年）
有田慎一（菊池高校１年）
徳美　愛（菊池高校２年）

●標語の部
古閑裕成（七城中１年）

その一票　ぼくらの未来
　　　　　　　　　たくす夢
小林奈津美（七城中２年）

投票に　行けば変わる
　　　　　　　　日本の政治
松村奈実（七城中２年）

その手には　明るい未来と
　　　　　　　　　　選挙権
前原千穂（菊池高校３年）

一票で　あなたの意見を
　　　　　　　　　伝えよう

●習字の部
濱正悟（泗水小３年）
濱祐希（泗水小４年）

羽根田知佳（泗水小５年）
志垣知佳（隈府小６年）
荒木　瞳（泗水中１年）
石橋美里（菊池南中２年）
森本　希（泗水中３年）

２００９明るい選挙啓発作品コンクール～第一次審査結果発表～

菊池市明るい選挙推進協議会の委員によって行われた審査

　北海道札幌市で開催されたねんりんピック北海
道・札幌 2009 の剣道競技に、熊本県チームの大
将として中川節男さん（○菊　栄町）が出場しました。
熊本県チームは、決勝トーナメントまで出場しまし
たが、強豪の高知県チームと接戦の末、ベスト 16
で敢闘賞を獲得しました。
　ねんりんピック大会は、平成 23 年に熊本県での
開催が決定しており、菊池市では剣道競技が行われ
る予定です。

ねんりんピック北海道・札幌２００９

９月５日（土）～７日（月）
　福岡県大牟田市で開催された、城北地区クラブ連
盟新体操大会において、泗水Ｊｒ新体操クラブが出
場し優秀な成績をおさめました。成績は以下のとお
りです。（敬称略）
小学１年の部　優勝　酒井愛音
小学３年の部　２位　田中弥緒、３位　内山きらり
小学６年の部　優勝　後藤綾香（ロープ）、
優勝　佐々未央（ボール）、２位　松崎朋美（リボン）、
３位　後藤千穂（リボン）
中学１年の部　優勝　福田　早（リボン・フープ）

城北地区クラブ連盟新体操大会

８月22日（土）

　福岡県小郡市で、大原合戦記念剣道大会が開催さ
れ、花房小学校と龍門小学校が参加し、花房小学校
女子チームが３位に輝きました。
　同大会は、九州中世南北朝時代最大の合戦「大保
原（大原）合戦」からちょうど 650 年を迎えたこ
とを記念して開催されたもので、表彰式では菊池市
からの参加チームであることが紹介される場面もあ
りました。
　同チームは、先鋒：川口夏希、中堅：吉田優里、
大将：村上季衣の３人でした。

大原合戦記念剣道大会３位入賞

９月６日（日）
　2009 年少林寺拳法全国大会が、新青森県総合運
動公園で開催され、全国から 3,000 人を超える拳
士が参加し、熱戦を繰り広げました。同大会の一般
初段・女性の部に、熊本県代表として菊池支部から
川内理穂・三池翔子のペアが出場しました。予選通
過はできませんでしたが、今後の技術向上に向けさ
まざまな技術を学ぶことができたと感じ取れる大会
でした。少林寺拳法は、きらら館で練習しています。
　問い合わせ先　少林寺拳法菊池支部（高山）
☎０９４３（22）４８９８

２００９年少林寺拳法全国大会出場

10月10日（土）

大将として出場した中川節男さん（後列左から２人目）

花房小学校女子チーム

優秀な成績を収めた泗水 Jr 新体操クラブのメンバー

大会への出場報告に市長を訪れた川内さん（右）と三池さん（左）
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T O P I C S

　菊池都市間交流の会（米村達郎会長）主催で、平
成 21 年度きくち楽習大学が開講しました。第１回
は「農業と地方自治に生きて～増田義孝氏の足跡と

‘ 松田イズム‘」をテーマとし、増田義孝氏のご子
息である増田和典さん（○泗　泗水田中）が、敗戦後、
偉大な農村・農民指導者である松田喜一氏の指導の
もと積極的に農業への心構えや人としての生き方を
学び、農業の発展や地域づくり・人づくりのため泗
水町長や県議会議員の立場で尽力された同氏の足跡
を語られました。

増田義孝氏の足跡と松田イズム

9月５日（土）
　菊池市子ども会七城支部が、七城公民館で「科学
の実験」を行い約 50 人の小学生が参加しました。
　巨大シャボン玉、スライム（ゼリー状の液体）づ
くりや伝統的な竹馬、紙球鉄砲など９種類の実験・
遊びを体験。子どもたちは、大きなシャボン玉に喜
び、初めて乗る竹馬に悪戦苦闘。回転すると色が変
わって見える不思議なベンハムコマにビックリ、ア
ルコールで飛ぶフィルムロケットに感動していまし
た。会場では、紙で作られたブーメランと子どもた
ちの笑い声が飛び交いました。

　菊池市金婚夫婦表彰式が、熊本日日新聞社の「第
51 回金婚夫婦表彰」と併せて、菊池市文化会館
で開催され、今年は１５６組の夫婦がめでたく金
婚式を迎えました。
　式では、金婚夫婦を代表して旭志の中村輝雄さ
ん・ミワ子さん夫婦が表彰状と記念品を授与され、
菊池の中原　泉さん・郁さん夫婦が代表謝辞を述
べました。
　その後、50 年の永きに亘り連れ添ってきたお
互いへの感謝の気持ちを込めて、七城の渡邊 男
さん・オトメさん夫婦が「旦那様から奥様への感
謝の言葉」を伝え、泗水の橋本孝嗣さん・昭代さ
ん夫婦が「奥様から旦那様への感謝の言葉」を伝
えました。「感謝の言葉」ではお互いを思いやる
内容の手紙が読みあげられ、会場内は感動の拍手
に包まれました。

ビックリ 感動 科学の実験

９月６日（日）

　平成 21 年度「熊本県ご長寿かがやきよかライ
フ」表彰式が熊本県庁で行われ、菊池市からは来年
100 歳になる氏岡百枝さん（○菊　玉祥寺）が受賞し
ました。式で受賞のお礼にと短歌を１首詠んだ氏岡
さんは、高齢者大学文芸部で短歌を学びながら、趣
味の踊りや歌、畑仕事を楽しんでいるそうです。
　同表彰は、年齢にとらわれず現役意識を持ち続け、
社会との関わりを持ちながら、心身ともに健康で自
分らしくかがやいて、自立した生活を楽しんでいる
高齢者を表彰するものです。

ご長寿かがやきよかライフ

９月16日（水）
　熊本地方法務局山鹿支局と山鹿人権擁護委員協議
会（岩﨑義郎会長）が、養護老人ホームこすもす荘

（嶋津喜勝施設長）にて特設人権相談所を開き、オ
リジナルの人権啓発劇「ある日のできごと」で、「相
手の気持ちをいつも考えて思いやりの心を忘れない
でください」と呼びかけたり、オカリナ演奏や踊り
も披露しました。
　岩﨑会長は「人権相談をしたくてもできない人の
ために、今回相談所も開きました。少しでも話を聞
くことができればと思います」と話されました。

オリジナルの創作劇で人権啓発

10月16日（金）

増田和典さん（右上）ときくち楽習大学受講生

蒲島知事（前列中央）と手をつなぐ氏岡さん（前列左から３番目）

シャボン玉で遊ぶ子どもたち

「感謝の言葉」を伝える渡邊 男さん・オトメさん夫婦

身近な問題を取り上げたオリジナル劇を披露するメンバー贈呈式の後、早速うがいをする児童たち優勝した桜山連合子ども会のメンバー

　菊池市茶業振興会若手有志が、流行し始めた新型
インフルエンザや風邪などの予防のために市内の各
小中学校にお茶を贈呈しました。花房小学校で行わ
れた贈呈式では、児童を代表して中林彩衣さんがお
茶を受け取り「これから大事に使って予防したいで
す」と感謝の言葉を伝えました。また、お茶を贈呈
した有志の人々を代表して、斉藤敏春さんが「お茶
はインフルエンザや風邪に対し抗菌作用があるの
で、予防や悪化防止など大きな効果があります。しっ
かりお茶でうがいをしてください」とお茶の効果を
説明され、予防を促していました。
　式が終わった後、児童たちは早速お茶でうがいを
していました。

茶業振興会若手有志によるお茶贈呈

９月７日（月）
　菊池市子ども会泗水支部親子ソフトボール大会
が、菊池市営泗水グラウンドで行われ、熱戦を繰り
広げました。
　同大会は子どもチームが３回、その後に大人チー
ムが３回試合を行う特別ルールで行うため、最後ま
で目の離せない試合となり、会場は大いに盛り上が
りました。
　また、普段は見ることのない保護者のプレーを見
ることができ、大人チームがヒットを打ったりファ
インプレーをするたびに、ベンチから「すごい！」

「カッコイイ！」と子どもたちの歓声が上っていま
した。
　結果は次のとおりです。（敬称略）
優　勝　桜山連合子ども会　
準優勝　富出分子ども会

菊池市子ども会泗水支部親子ソフトボール大会

９月26日（土）

平成21年度菊池市金婚夫婦表彰式 ９月12日（土）
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T O P I C S

　菊池市総合体育館を始め、市内各所
で、９種目 13 競技が開催されました。
各競技で、熱戦が繰り広げられ、高野
瀬が総合優勝しました。上位の成績は
次のとおりです。（敬称略）

　菊池市民旭志体育祭が旭志中グラウンドを
メイン会場に開催され、市民約２，０００人
が参加し、さわやかな汗を流しました。
　入場行進では、それぞれの区が思考を凝ら
した姿で行進し、会場から大きな拍手を浴び
ていました。開会式の後、午前はそれぞれの
会場で各競技種目を行い、午後からは綱引き
とリレー競技がメイン会場で行われ、選手の
一生懸命な姿に大きな歓声と声援が会場内
いっぱいに響き渡っていました。各競技の上
位の結果は、次のとおりです。

第16回市民総合スポーツ大会 10月11日（日）

旭志体育祭 10月11日（日）

競技名 優勝

バレーボール競技 ( Ａパート） 川上

バレーボール競技 ( Ｂパート） 小原

バレーボール競技 ( Ｃパート）桜ケ水

ミニバレーボール競技

女子40代以下の部Ａパート 川上

女子40代以下の部Ｂパート 楠・九

女子50代以上の部Ａパート 平

女子50代以上の部Ｂパート 岩本

男子50代以上の部Ａパート 伊坂

男子50代以上の部Ｂパート 岩本

競技名 優勝 ２位 ３位

ゲートボール競技 高柳 平 片川瀬、尾足

グラウンドゴルフ競技（男子の部） 小原 片川瀬 高柳

グラウンドゴルフ競技（女子の部）片川瀬 小川 川下

綱引き競技Ａパート 岩本 楠・九 

綱引き競技Ｂパート 伊坂 川下 

リレー競技男子の部 尾足 岩本 楠・九

リレー競技女子の部 妻越 湯舟 川上

入場行進の部 岩本 片川瀬 高柳

優勝 ２位 ３位

総合 高野瀬 菊之池 迫間・水迫

ソフトボール A パート 高野瀬 隈府３区 龍門

ソフトボール B パート 隈府２区 迫間・水迫 戸崎

ゲートボール 戸崎 高野瀬 花房

バレーボール男子 隈府３区 菊之池 隈府２区、花房

バレーボール女子 菊之池 迫間・水迫 隈府３区、隈府４区

卓球 隈府１区 迫間・水迫 高野瀬、戸崎

剣道 龍門 河原 花房

バドミントン 高野瀬 菊之池 花房、隈府３区

グラウンドゴルフ男子 高野瀬 戸崎 花房

グラウンドゴルフ女子 戸崎 隈府３区 高野瀬
ミニバレーボール男子
50歳以上 高野瀬 菊之池 龍門

ミニバレーボール女子
30 ～49歳 隈府２区 花房 迫間・水迫

ミニバレーボール女子
50歳以上 龍門 花房 高野瀬

ゴルフ 隈府２区 菊之池 高野瀬

総合優勝した高野瀬

入場行進で黒牛？も登場
（写真左）
白熱した綱引き競技
（写真右上）
抜きつ抜かれつのリレー競技
（写真右下）

　七城体育祭が３年ぶりに、菊池市営七城総合グラウンド
で開催されました。同大会は各分団対抗形式で行われ、各
分団から選考された各年代の選手や多くの応援の皆さん約
３，０００人が参加し、スポーツの秋を楽しみました。
　競技は、２人１組で大玉を色々なものに乗せて運ぶ「玉
ちゃん運んで」や 40 人対抗の「綱引き」、幼児から 50
代まで各年齢の９人がリレーする「年齢別リレー」など
15 種目行われ、ハプニングによる笑いも交えながら多く
の声援の中で白熱した競技が行われました。
　大会に参加した選手の皆さんや応援者の皆さん、お疲れ
様でした。
　上位の成績は、次のとおりです。（敬称略）
総合の部
優　勝　第３分団、２　位　第９分団、３　位　第５分団
男子の部　優　勝　第３分団
女子の部　優　勝　第３分団

　泗水体育祭が、泗水グラウンドで開催され、リレーや縄跳び
などの競技に約３，５００人が参加し、さわやかな汗を流しな
がらスポーツを楽しみました。開会式では、森　隆博大会会長
が「普段の練習の成果を発揮して、実のある大会にしてくださ
い」とあいさつし、参加者全員で準備運動を行い、競技に挑み
ました。
　競技は、自転車のリム（車輪）を棒で転がす「輪ぁ～たいへん」
や小・中・高校生・20・30・40・50 代の男女に次々とリレー
される「地区対抗リレー」など７種目が行われ、日ごろからあ
まりすることのない競技に悪戦苦闘したり、転んだりする参加
者もいました。
　各競技の上位の結果は、次のとおりです。
総合成績
　70世帯以下の部　優勝　岡　２位　田島二　３位　福本二
　71世帯以上の部　優勝　上住吉　２位　富出分　３位　永

七城体育祭 ９月27日（日）

泗水体育祭 10月11日（日）

種目別成績

競技名
70 世帯以下 71 世帯以上

優勝 ２位 ３位 優勝 ２位 ３位

輪ぁ～たいへん 岡 平野 永出分 富出分 富の原中央 福本一

小・中学生合同地区対抗リレー 田島二 平野 上高江 桜山四 福本一 薬師

目指せホールインワン 岡 永出分 三万田 村吉 上住吉 久米一

ブザービーター（玉入れ競技） 福本二 田吹 田島二 上住吉 朝日団地 富の原西

みんなでジャンプ 佐野 岡 田島一 上住吉 富の原台 富

足並みそろえて 福本二 南山手 三万田 富出分 久米一 福本一

地区対抗リレー 北住吉 平野 田島二 南住吉 富出分 永

ブザービーター（玉入れ競技）（写真上）
小・中学生合同地区対抗リレー（写真下）

玉ちゃん運んで（写真上）
年齢別リレー（写真下）
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国民年金
情報

市民課市民年金係
各総合支所市民係問い合わせ先

扶養親族等申告書は
期限までに提出しましょう！
年金受給者の皆さんへ
　老齢や退職を支給事由とする年金は、所得税法上「雑
所得」として所得税がかかります。（障害年金・遺族年金
は課税されません）
　年金にかかる所得税の計算は、年金受給者の人から提
出された「扶養親族等申告書」をもとに行いますので、
各種控除を受けるためにはこの申告書を提出しなければ
なりません。
　対象となる受給者の人には、11 月上旬ごろに社会保険
業務センターから申告書のはがきが送られてきますので、
12 月１日（火）までに提出してください。

　県内全ての社会保険事務所では、平成 21 年 10
月から国民年金保険料の納付のご案内を下記の民間
事業者に委託しています。
民間事業社名
株式会社オリエントコーポレーション
問い合わせ先
☎（０１２０）２１７７３６（フリーダイヤル）

※ 委託を受けた民間業者には、守秘義務が課せら
れており、目的外使用や閲覧・漏洩・複写など
を禁じるなど厳格な安全管理措置を講じていま
す。

※ 電話による納付のご案内についても、左記民間
事業者が行うことになりました。

65 歳未満 年金額が１０８万円以上

65 歳以上 年金額が１５８万円以上

平成22年分
「扶養親族等申告書」が送付される人

※�申告書の提出を忘れると各種控除が受けられず、所得税の源
泉徴収税額が多くなる場合がありますのでご注意ください。
※年金以外に所得がある人は確定申告が必要です。

　国民年金保険料は、納付した全額が所得税・市町村民
税の社会保険料控除の対象となります。国民年金保険料
を社会保険料控除として申告する場合は、毎年１月１日
から 12 月 31 日までの間に納付（納付見込みを含む）
した国民年金保険料の額を証明する書類の添付などが必
要です。
　このため、生命保険会社などが発行する控除証明書と
同様に、１年間に納付した国民年金保険料の額を証明す
る「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」（ハガキ）
が、社会保険庁から毎年 11 月上旬と２月上旬に送付さ
れます。

　証明内容は、今年１月から 10月１
日（木）までの間に納付された国民年
金保険料額と、年内に納付が見込まれ
る場合の納付見込み額です。

　年の途中から国民年金に加入したな
ど、10月２日（金）から12月31日（木）
までの間に、初めて保険料を納付する
人については、来年２月上旬に同様の
証明書が送付されます。

年末調整や確定申告には
「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」を！

国民年金保険料は
社会保険料控除の対象です

国民年金保険料納付の案内について民間委託を実施しています

11 月上旬に送付の場合

２月上旬に送付の場合

T O P I C ST O P I C S

　泗水町東部や旭志の一部と泗水町の街中を結ぶ
「泗水東部地域線」の運行開始式が泗水総合支所で
行われました。同線は菊池市内４本目の路線で、昨
年 10 月の路線バス廃止を受けて開設したもので
す。
　運行は火・木・土曜日の週３日で、一日最大６便
が運行。利用料金は地区によって 200 円～ 500 円
の定額料金となっています。詳しくは、企画振興課、
または泗水総合支所総務振興課へ問い合わせてくだ
さい。

あいのりタクシー「泗水東部地域線」運行開始

９月29日（火）
　七城温泉ドームが入場者５００万人達成を記念
し、達成式典が温泉ドームロビーにて開催されまし
た。式では、５００万人目とその前後３人に、福村
市長より達成登録書が手渡され、記念品としてメロ
ンや七城米の目録が贈呈されました。
　５００万人目となったのは、玉名市から訪れた前
田良秋さんで、10 年前から週１回は夫婦で温泉ドー
ムを利用しており、「大変うれしい。ありがとうご
ざいます」と嬉しそうに話されました。

入場者５００万人達成！

10月７日（水）

竜踊りを披露する子どもたち

菊池一族24代武者行列

出発していくあいのりタクシー５００万人目となった前田良秋さん（中央）

　菊池秋まつりが市民広場をメイン会場にあり
ました。
　13 日には、上町御所通りの能場で、国重要
無形民俗文化財に指定されている「御松囃子御
能（おんまつばやしおのう）」が奉納されました。
地元の「御松囃子御能保存会」が、毎年奉納し
ているものです。
　菊池一族が南朝方の懐良親王の慰労のために
開かれた宴で披露した舞が起源で、能場の向か
いにあるムクの大木「将軍木」を親王に見立て
て奉納され、仕舞や笑いを誘う狂言に訪れた観
客たちは魅了されました。
　15 日午後には、地元の区や各団体が参加し
た通し物が行われ、17 団体約１，１００人が
参加しました。市民広場で出発式が行われ笠祭
実行委員会副会長の挨拶の後、菊池観光協会に
よる菊池一族 24 代武者による掛け声と共に出
発しました。商店街を北まわりと南まわりの二
手に分かれてみこしや踊り、獅子舞、菊池北中
学校吹奏楽部の吹奏楽パレード、菊池女子高校
の千本槍、武者行列などさまざまなパフォーマ
ンスが披露され、沿道からは盛大な拍手が送ら
れていました。

菊池秋祭り 10月10日（土）、15日（木）
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　むし歯予防のためには、家族ぐるみで取り組むことがとても重要です。これからも「甘いものを控えること」、
「歯みがきをすること」、「歯を強くすること」、「定期健診を受けること」を心がけ、むし歯ゼロで頑張りましょ
う。今回むし歯があったお子さんは、なるべく早く歯科医院を受診しましょう。

健
康
だ
よ
り

　

秋
も
深
ま
り
寒
さ
を
感
じ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
寒
く
な
る
と
自
分
で
は
気
が

つ
か
な
い
う
ち
に
肩
を
す
く
め
る
な
ど
し
て
、
体
が
緊
張
し
て
「
肩
が
こ
る
」
と
い

う
症
状
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

原
因
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
緊
張
し
す
ぎ
て
肩
に
力
が
入
り
す
ぎ
た
り
す
る
と
肩

が
こ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
頭
痛
を
伴
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
肩
こ
り
の
原
因
と
対
策
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

肩
こ
り
予
防

肩
こ
り
は
ど
う
し
て
起
き
る
の
？

日
常
生
活
を
見
直
し
ま
し
ょ
う

肩
こ
り
の
原
因
と
対
策

対
策

　

肩
こ
り
の
直
接
の
原
因
は
、筋
肉
へ
の
酸

素
不
足
と
老
廃
物
の
蓄
積
で
す
が
、筋
肉
へ

の
酸
素
不
足
を
招
く
原
因
は
さ
ま
ざ
ま
で

す
。そ
れ
に
よ
っ
て
、肩
こ
り
を
治
す
方
法
も

違
っ
て
き
ま
す
。

　

主
な
原
因
と
対
策
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

肩
こ
り
の
予
防
は
、全
身
の
筋
肉
を
使
う

こ
と
や
正
し
い
姿
勢
を
意
識
し
て
生
活
す
る

こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、肩
こ
り
に
限
ら
ず
健
康
な
体
を
意

識
す
る
上
で
も「
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
生

活
」「
規
則
正
し
い
生
活
」「
適
度
な
運
動
」は

と
て
も
重
要
で
す
。

　

活
き
活
き
と
毎
日
を
過
ご
す
た
め
に
も
、

自
分
の
日
常
生
活
を
も
う
一
度
見
直
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

④
体
を
温
め
ま
し
ょ
う

　

慢
性
的
な
肩
こ
り
は
、温
め
る
こ
と
で
改

善
さ
れ
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。お
風
呂

に
ゆ
っ
た
り
つ
か
っ
た
り
、使
い
捨
て
カ
イ

ロ
な
ど
を
使
っ
た
り
し
て
温
め
る
の
も
よ
い

で
し
ょ
う
。

⑤
ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
付
き
合
い
ま
し
ょ
う

　

自
分
な
り
の
ス
ト
レ
ス
解
消
法
を
見
つ

け
、ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
付
き
合
う
す
べ
を

見
つ
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ヨ
ガ
な
ど
の
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
で
体
を
動
か
す
こ
と
も
ス
ト
レ
ス
解
消

法
の
ひ
と
つ
で
す
。体
を
動
か
す
こ
と
に
よ

り
、血
行
が
よ
く
な
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、意

識
が
集
中
し
て
日
ご
ろ
の
悩
み
を
忘
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

⑥
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

　

肩
こ
り
だ
け
で
な
く
痛
み
や
し
び
れ
が

続
い
た
り
、日
増
し
に
悪
く
な
っ
た
り
頭
痛
、

吐
き
気
な
ど
の
症
状
が
見
ら
れ
る
場
合
は

自
己
判
断
せ
ず
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し

ょ
う
。

　

肩
こ
り
の
原
因
と
し
て
、次
の
こ
と
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

・
腹
ば
い
に
な
っ
て
本
を
読
む

・
寝
転
が
っ
て
テ
レ
ビ
を
見
る

・ 

足
を
組
ん
で
、デ
ス
ク
ワ
ー
ク
を
す
る（
前

か
が
み
の
体
勢
に
な
っ
て
い
る
）

　

肩
こ
り
は「
全
身
を
使
わ
な
い
こ
と
か
ら

起
き
る
筋
肉
の
疲
れ
」が
一
番
の
原
因
で
す
。

肩
こ
り
の
原
因
に
一
つ
で
も
チ
ェ
ッ
ク
が
つ

い
た
人
は
、次
の
６
つ
の
こ
と
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

①
正
し
い
姿
勢
を
意
識
し
ま
し
ょ
う

　

図
中
央
の
よ
う
に
頭
の
て
っ
ぺ
ん
か
ら
糸

で
つ
ら
れ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
で
立
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。
具
体
的
に
は
、
あ
ご
を
引
き
、
お

へ
そ
の
周
り
に
軽
く
力
を
入
れ
て
お
腹
を
引

っ
込
め
、
肛
門
に
軽
く
力
を
入
れ
る
感
じ
で

お
尻
を
引
き
締
め
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
図

の
よ
う
に
正
し
い
姿
勢
に
な
り
ま
す
。

②
座
り
方
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

　

イ
ス
に
浅
く
腰
掛
け
、
体
を
背
も
た
れ
に

あ
ず
け
る
と
骨
盤
が
後
に
倒
れ
た
状
態
に
な

り
や
す
く
、
肩
や
腰
に
負
担
が
か
か
り
ま

す
。
ま
た
、
同
じ
方
向
に
ば
か
り
脚
を
組
ん

だ
り
、
脚
を
か
ら
め
た
り
す
る
の
も
同
様
で

す
。

　

正
し
い
座
り
方
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、

横
か
ら
見
る
と
骨
盤
が
地
面
に
対
し
垂
直
に

な
る
姿
勢
を
保
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま

た
、
「
で
き
る
だ
け
イ
ス
に
深
く
腰
掛
け
、

背
筋
を
伸
ば
し
て
座
る
」
「
脚
を
組
む
時

は
、右
側
を
組
ん
だ
ら
左
側
も
組
む
」な
ど
も

心
が
け
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

③�

長
時
間
同
じ
姿
勢
を
続
け
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う

　

正
し
い
姿
勢
を
心
が
け
る
こ
と
と
同
じ

く
ら
い
重
要
な
の
が「
長
時
間
同
じ
姿
勢
を

続
け
な
い
こ
と
」で
す
。同
じ
姿
勢
を
続
け
る

と
、特
定
の
筋
肉
ば
か
り
に
ス
ト
レ
ス
が
か

か
り
、肩
こ
り
の
天
敵
で
も
あ
る
血
行
不
良

が
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
は
、時
「々
体
を
動
か

す
」こ
と
が
大
切
で
す
。

・
横
座
り
を
す
る

・
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
て
い
る

・
冷
え
性
で
あ
る

・ 

肩
こ
り
だ
け
で
な
く
、痛
み
や
し
び
れ
を
感

じ
る

・ 

頭
が
痛
い
、め
ま
い
、耳
鳴
り
、動
悸
が
す
る
、

身
体
全
体
が
だ
る
い

反り返り よい姿勢 猫　背

問い合わせ先
健康推進課健康推進係

　９月９日（水）に泗水会場で、９
月16日（水）に七城会場で、９月
25日（金）菊池会場で3歳児健診
がありました。歯科検診の結果、
むし歯がなかった子どもを紹介
します。（敬称略）

歯ッピーキッズ
３歳児健診時「むし歯なし」の子

坂
さ か い

井　瑠
る な

夏（七　上橋田）

村
む ら た

田隆
りゅういちろう

一郎（七　内島）

森
も り お

尾　翔
しょうた

太（七　蟹穴）

吉
よ し だ

田　和
の ど か

香（七　蟹穴）

德
とくなが

永香
こ ゆ き

優妃（七　流川）

生
い く た

田　珠
し ゅ り

璃（菊　横町）

江
え と う

藤　莉
り こ

子（菊　高野瀬）

緒
お が た

方　沙
さ な

奈（菊　伊野）

城
じょう

　　綜
そ う み

彌（菊　生味）

瀬
せ と

戸　　桜
さくら

（菊　中西寺）

田
た な か

中　希
き そ ら

空（菊　滝・黒仁田）

月
つきあし

足　結
ゆ な

奈（菊　立石）

中
なかばやし

林　春
はるかぜ

風（菊　植古閑）

原
はらぐち

口　瑞
み ず き

姫（菊　亘）

古
ふるかわ

川　裕
ゆうすけ

介（菊　袈裟尾）

宮
みやもと

本　光
か り ん

凛（菊　神来）

山
やまぐち

口みのり（菊　高野瀬）

山
やまもと

元　晃
こうめい

明（菊　上西寺）

月
つきあし

足　大
た い が

河（泗　永）

泗水会場 七城会場

菊池会場

北
き た み か ど

御門翔
しょういち

一（泗　富の原中央）

實
さ ね だ

田　るい（泗　富）

桐
きりはら

原　拓
た く み

巳（泗　薬師）

松
まつもと

本　彩
り な

那（泗　永出分）

新
しんなが

永菜
な な み

々美（泗　薬師）

中
な か お

尾璃
り り あ

々愛（泗　南住吉）

岩
いわもと

本　太
た い ち

一（泗　富の原中央）

坂
さかぐち

口　真
ま こ と

琴（泗　桜山四）

川
かわぐち

口　雄
ゆ う と

史（菊　村田）

① 両腕を前方に振り、５
分ぐらい続けます。

③ 両肩を上げてストンと
落とします。

② 肘をまげて肩を回し、
肘で大きく円を描きま
す。

④ 片方ずつ上げます。右
上げ左下げ。

　肩を大きく動かすことが大切です。痛みを感じるときには控えましょう。
①以外は 10 ～ 20 回繰り返します。簡単肩こり体操

健康だより
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寺井悠晃くん
（迫水小現５年）

　みなさんは「秋刀魚」と書いてなんと読む
と思いますか？
　そうです、「さんま」ですね。
　さんまは、秋を代表する味覚のひとつであ
ります。さんまは、ねだんも安く、今も昔
も、庶民のたべものですが、昔のおさむらい
は、こういうやすい魚をたべなかったんだそ
うです。この本によりますと
　「ふだん、殿さまのたべるやき魚といいま
すと、たいときまっておりまして、しかも、
やきたてをたべられるか、といいますとそう
ではありませんで、お毒味役というものがお

りまして、この人がやきたてのたいをひとは
したべ、そのまま２時間、じっとしていまし
て、なんともないとなるとそれを、殿さまに
だしたんだそうで・・・。」ということに
なっております。
　さて、その殿さまが
「やきたてのさんま」を
たべたい！といいだした
から大変です。
　殿さまは、「さんま」
をたべることができるの
でしょうか？

としょかんまつり
　11月７日（土）午前 10時から開催します。
午前10時30分～　 劇　「おおきなかぶ」
　　　　　 　　  （ワンダーぶんこ）
　　　　　 　 語り「きつね汁」
　　　　　　　　（しすいっ子童話会）
　　　　　　 手品・秋のおはなし・他（ラブック）
午後２時～　 ラジオパーソナリティ寿咲亜似さん

の絵本ミュージアム、
　　　　  　「おにがら」「ぼんさらや」
　その他、リサイクル雑誌の配布や各コーナーを用
意しています。ご家族皆さんでお越しください。
（泗水図書館）

読み聞かせおはなし会のお知らせ
　読み聞かせボランティアグループきくちおはな
しの森では、月２回のおはなし会を実施していま
したが、図書室の移転に伴い、今後は図書室の絵
本コーナーにておはなし会を実施します。
絵本の読み聞かせやわらべうた、パネルシアター
など盛りだくさんな内容です。
毎月第２・第４土曜日の午前10時30分からはじ
めます。ぜひお越しください。
（菊池市中央公民館図書室）

おたのしみ会のお知らせ
　11月15日（日）午後２時から「クリスマスの
飾りを作ろう」
（泗水図書館）

図 書 だより 問い合わせ先
中央公民館図書室 ☎（25）1672
七城公民館図書室 ☎（25）1580

旭志公民館図書室 ☎（37）3111 内線303
泗水図書館　　　 ☎（38）6866

私の推薦
新着・お薦め図書情報

耳より情報 11月の予定

めぐろのさんま

「私の推薦」で、「お気に入りの本」を紹介してみませんか。自薦・他薦は問いません。
詳しくは、各図書室・図書館まで。

●紹介者随時募集中

泗水図書館 中央公民館図書室

　ワイドショーで映し出される「ゴミ屋
敷」。周囲の非難の的となってる家主の
老人は戦後の日本を真面目に生きていた
男のはずだった。しかし、家族を、道を
失って孤独の果てに「ゴミ」にすがって
しまう・・・。男の軌跡を追った傑作長
編！

橋本　治　著巡礼

　建設会社の社長、堂島新之助の誕生祝いに集まった
家族や友人たち。華やかな宴が始まる直前、新之助が
遺体となって発見される。自殺として処理され迎えた
初七日に新たな犠牲者が。事件の裏に隠された家族の
秘密とは。

天野節子　著目線

　武田の家に生まれるも、幼いころに落城を経験し、
一人で世の中に放り出されたのちの安国寺恵瓊。仇敵
毛利家に仕え外交僧として手腕を振るい禅僧でありな
がら戦国史上、唯一大名まで上りつめた男。その数奇
に満ちた一生を描いた歴史小説。

火坂雅志　著黒染めの鎧

　３６５日、それぞれに文学にまつわる出来事があ
る。作家の誕生日や没日だけではなく、１月１日は元
日を詠んだ短歌、１月３日はかるた始を紹介するな
ど、文学に関する出来事を紹介した一冊。

小林國雄　編文学・今日は何の日

　尊敬している上司に「12月のカレンダー」のよう
だと言われ、実は嫌われていたのではないかと勘違い
し、落ち込んでいた。しかし、それには別の理由が
あった。人々が忙しさの中で見落としてしまいがちな
「贈り物」を題材にした珠玉の短編集。

原田マハ　著ギフト

働く幸せ
仕事でいちばん大切なこと
　知的障がい者が社員の７割を占める日本理化学工
業。チョークをつくっているこの会社、ふとしたきっ
かけで障がい者雇用を始めて50年。彼らに導かれて
きたと語る大山会長の人生と会社の歩みを紹介した、
「働く」意味を考えさせられる感動のビジネスストー
リー。

大山泰弘　著

　ぼくが飼っている猫のピートは、冬になるときまっ
て夏への扉を探しはじめる。家にたくさんあるドアの
どれかが夏に通じていると信じているのだ。そしてぼ
くもまた、ピートと同じように夏への扉を探してい
た。表紙も新たに新訳版で贈るハインラインの希望に
満ち溢れたメッセージ。

ロバート・Ａ・ハインライン　著
夏への扉　新訳版 　祇園祭の宵山でにぎわう京都。大勢の人で盛り上が

る街では、現実とあやかしの世界が入り乱れ次々に不
思議な出来事が起こる。さまざまな事情を抱えて、宵
山へと迷い込んでいく人々。「大切な人」を失う前
に、万華鏡のようにくるくるめぐる宵山の夜をぬけだ
すことができるのか。祇園祭宵山を舞台にした奇怪な
幻想小説。

森見登美彦　著宵山万華鏡

　深夜３時。大雪のため、クラス会に間に合わなかっ
た田村をスナックで待つ、40歳の男女５人。彼らの
記憶に残る田村は「孤高の小学生」。久しぶりに会う
彼を待つ間に交わされる思い出。そして今あるそれぞ
れの事情。皆が思う。田村に会えたらそれでいい。話
を聞いているマスターも次第に彼を待ち、読み手も待
つ。「田村はまだか」。心に染みる物語。

朝倉かすみ　著田村はまだか

　身近なものを使って簡単に作れる自然
農薬で、手軽に無農薬栽培ができる！自
然農薬として利用の多い植物エキス、木
酢エキス、植物発酵エキス、その他無農
薬資材の効果的な使い方と素材の選び方
を、３人の実践家がわかりやすく紹介す
る。

農山漁村文化協会　編
自然農薬のつくり方と使い方

七城公民館図書室

旭志公民館図書室

川端　誠　著

おわびと訂正
　広報きくち10月号16ページの図書だよりで、と
しょかんまつりの日程に誤りがありました。正しく
は、今月号のとおりです。
　おわびして訂正します。

中央公民館
図書室

七城公民館
図書室

旭志公民館
図書室 泗水図書館

1 日 閉室日 閉室日 閉室日
2 月 休館日
3 火 閉室日 閉室日 閉室日 休館日
4 水

5 木

6 金

7 土 閉室日

8 日 閉室日 閉室日 閉室日

9 月 休館日

10 火

11 水

12 木

13 金

14 土
きくちおはなしのもり
おはなしかい
　10:30 ～

閉室日
ボランティアの
おはなしかい　

11:00 ～

15 日 閉室日 閉室日 閉室日 お楽しみ会
14：00 ～

16 月 休館日

17 火

18 水

19 木

20 金

21 土 閉室日 古典を楽しむ会
　14:00 ～

22 日 閉室日 閉室日 閉室日

23 月 閉室日 閉室日 閉室日 休館日

24 火

25 水

26 木

27 金 おはなしの部屋
11:00 ～

28 土
きくちおはなしのもり
おはなしかい
　10:30 ～

閉室日
ボランティアの
おはなしかい　

11:00 ～
29 日 閉室日 閉室日 閉室日

30 月 休館日

　双子のこねずみのティモシーとサ
ラは、家族で森へキャンプに出かけ
ました。そこで、不思議な少年に出
会いました。サラはきっとその少年
は「もりのようせい」に違いないと
思いましたが・・・。心温まる絵本。
（打出文庫）

芭蕉みどり　作・絵
ティモシーとサラともりのようせい

　イラストレーターとしてだけでなく
「マイブーム」「ゆるキャラ」など多数
の造語を世に送り出した著者。独自の感
性で47都道府県をひとつずつ語り旅して
いく。『ほぼ日刊イトイ新聞』連載の他
の追随を許さない爆笑県民論。

みうらじゅん　著郷土ＬＯＶＥ

　冬も終わりかけのある夜、アパート
の前で行き倒れていた彼を拾う事に
なったさやか。「咬みません。躾ので
きたよい子です」。わかっているの
は、彼の名前だけ。週末には近くの川
で道草を摘み、彼の博学と道草料理
に、胃袋もこころも満たされていく。
野に育つ草花に託して語られるラブス
トーリー。道草料理レシピも掲載。

有川　浩　著植物図鑑

　八島太郎生誕１００年記念復刊。少女
はある日子猫を拾う。みすぼらしかった
子猫は、一年後には世界で一番美しい猫
となり、秋には５ひきの子猫の母親とな
る。小さな命が育つのを見守りながら、
一歩一歩成長していく少女の姿をのびや
かに描いた命の喜びにみちた絵本。

やしまたろう・やしまみつ　作モモのこねこ 　ゆうたの家で飼われているハスキー
犬のじんぺい。少しいばっているけど
ゆうたのことが大好き。じんぺいの目線
でユーモアたっぷり簡潔に、犬と人間の
対比をしている。短い文章でテンポよく
すすんでいく「ゆうたくんちのいばりい
ぬ」シリーズの第一弾。講談社出版文化
賞絵本賞受賞作品。（打出文庫）

きたやまようこ　著ゆうたはともだち
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お
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ね
　
両
家
に
と
っ
て
初
の
孫
　
　
光
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入
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ひ

咲
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
下
陽
子

高
齢
者
の
講
座
の
研
修
山
里
の
人
形
浄
瑠
璃
見
惚と

れ

る
ば
か
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
田
紗
陽
子

世
に
怖
き
も
の
な
き
年
経
る
我
な
れ
ど
蚊
ア
レ
ル

ギ
ー
症
の
悩
み
が
尽
き
ぬ
　
　
　
　
　
　
池
田
カ
ツ
子

行
く
方
は
右
か
左
か
迷
い
ゐ
る
我
の
頭
上
に
鷹
が
来

て
舞
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
幾
雄

豆
畑
に
三
度
も
我
の
目
逃
れ
き
し
雑あ

か
ざ草

憎
し
と
力
込

め
抜
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
重
弘

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
長
か
る
夜
に
難
聴
の
級と

も友
と
の

会
話
と
ぎ
れ
る
し
ば
し
　
　
　
　
　
　
　
　
森
　
道
子

野
の
道
に
涼
風
あ
り
て
ふ
り
仰
ぐ
朝
の
中
空
淡
白
き

月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
木
　
精

テ
ッ
ポ
ウ
百
合
の
白
花
庭
に
連
な
り
て
暑
き
を
憂
う

盛
夏
憎
め
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
津
　
凉
子

命
あ
り
て
今
年
も
秋
を
迎
え
た
り
青
田
の
空
を
飛
ぶ

群
蜻と

ん
ぼ蛉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
み
ち
え

七
城
短
歌
会

９
月
詠
草

身
の
丈
は
孫
に
越
さ
れ
て
秋
の
月
　
　
　
中
尾
ヨ
シ
コ

薬
師
堂
ほ
そ
き
参
道
カ
ン
ナ
燃
ゆ
　
　
　
芹
川
の
り
子

夏
帽
子
か
た
へ
に
置
き
て
墓
参
か
な
　
　
　
水
谷
ミ
ネ

孫
浴
衣
帯
は
文
庫
に
締
め
上
ぐ
る
　 

　
　
　東
　
芳
子

お
ち
こ
ち
の
不
況
を
よ
そ
に
遠
花
火
　
　
　
芹
川
蓉
子

旭
志
文
芸
俳
句
会

９
月
詠
草

長
崎
の
無
数
の
灯

あ
か
り

に
見
惚
れ
居
り
灯
火
覆
い
し
昔
は

あ
り
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
藤
タ
ツ
ノ

一
辺
が
他
の
二
辺
よ
り
短
い
と
知
る
や
野
良
猫
家
前

よ
ぎ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
尾
は
る
み

遠
く
居
て
病
む
友
案
ず
秋
の
暮
　
　
　
　
　
小
山
照
子

風
の
意
の
儘
に
な
ら
ざ
る
榠か

り
ん樝

の
実
　
　
　
田
中
美
智

唐
突
に
話
の
中
に
桐
一
葉
　
　
　
　
　
　
　
吉
井
綾
子

頬
か
す
め
風
に
戻
り
し
夕
蜻
蛉
　
　
　
　
丸
山
美
代
子

田
の
神
の
辺
り
は
濃
か
り
曼
珠
沙
華
　
　
　
岩
木
敬
治

思
ひ
き
り
カ
ッ
ト
し
て
髪
爽
や
か
に
　
　
　
打
出
　
貞

家
中
に
た
だ
よ
ふ
匂
ひ
秋
刀
魚
焼
く
　
　
　
野
中
公
枝

空
耳
か
い
や
ふ
る
さ
と
の
遠
花
火
　
　
　
　
隈
部
輝
子

大
阿
蘇
の
裾
野
広
げ
て
蕎
麦
の
花
　
　
　
　
田
島
房
子

花
束
に
少
し
添
へ
ら
れ
吾わ

れ
も
こ
う

亦
紅
　
　
　
　
　
加
藤
妙
子

ほ
と
ば
し
る
棚
田
の
水
路
彼
岸
花
　
　
　
　
北
村
妙
子

風
の
ま
に
と
ぎ
れ
と
ぎ
れ
の
秋
の
蝉
　
　
　
平
山
邦
子

万
句
の
里
俳
句
会

９
月
句
会

慌
て
ま
し
た
　
窓
か
ら
投
げ
た
男
靴
　
　
　
髙
倉
新
米

慌
て
ま
し
た
　
先
妻
さ
ん
と
鉢
合
わ
せ
　
　
高
木
房
惠

這
い
回
り
　
草
と
喧
嘩
の
絶
え
ん
庭
　
　
　
狩
野
本
六

憎
い
男
　
夢
中
に
さ
せ
て
知
ら
ん
ふ
り
　
小
川
繁
美

憎
い
男
　
貢
が
せ
と
っ
て
ド
ロ
ン
し
た
　
　
藤
野
清
子

続
い
と
る
　
離
れ
に
橋
の
架
か
っ
と
る
　
田
中
レ
イ
子

続
い
と
る
　
告
白
で
き
ん
片
思
い
　
　
　
　
上
村
○
子

菊
池
短
歌
会

核
廃
絶
の
論
議
白
熱
す
る
な
か
に
定
か
な
ら
ね
ど
こ

ほ
ろ
ぎ
の
こ
ゑ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
代
静
子

古
木
な
る
柘
榴
よ
命
生
き
つ
ぎ
て
残
る
二
、三
コ
実
れ

と
見
上
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
妙
子

残
暑
な
ほ
酷
し
き
畑
に
草
引
け
ば
け
だ
る
き
声
に
山

鳩
の
鳴
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
永
典
子

高
だ
か
と
掲
げ
咲
き
た
る
百
日
紅
五
風
十
雨
に
生い

の
ち命

永
か
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
氏
岡
百
枝

友
の
訃
を
聞
け
し
夜
更
け
の
星
月
夜
仰
げ
ば
一
つ
し

た
た
り
て
落
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
田
昭
子

眼
裏
に
亡
母
顕
た
し
め
て
娘
と
し
て
足
ら
ざ
り
し
事

し
み
じ
み
憶
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
野
カ
ヲ
ル

山
栗
の
小
さ
き
つ
ぶ
ら
実
手
に
渡
す
わ
れ
よ
り
夫
へ

の
秋
の
ひ
と
つ
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
島
多
喜

熊
蝉
の
は
た
と
鳴
き
止
む
青
葉
陰
梅
雨
明
け
近
き
風

透
る
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
田
衣
子

三
十
年
動
き
続
き
し
腕
時
計
あ
る
夜
静
か
に
止
ま
り

て
ゐ
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
賀
勝
士

さ
る
す
べ
り
白
盛
り
あ
げ
し
潔
白
も
共
に
濁
世
の
風

に
吹
か
る
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
野
美
智
代

９
月
詠
草

一
面
の
緑
田
掠か

す

む
鷺
の
群
れ
白
冴
え
ざ
え
と
西
方
指

せ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
嶋
き
く
え

星
空
を
窓
開
け
な
が
む
此
の
世
界
私
の
明
日
が
在
る

の
か
し
ら
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
本
峯
子

草
取
り
も
今
日
は
此
処
ま
で
た
ち
上
が
り
ひ
と
り
暮

ら
し
の
我
が
身
を
い
と
う
　
　
　
　
　
　
　
大
島
き
と

臥ふ
し
ど所

に
そ
そ
ぐ
月

つ
き
か
げ光

に
身
を
横
た
へ
て
己
が
手
足
を

さ
す
り
て
ゐ
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
増
田
久
美
子

幾
た
り
の
身
近
き
人
等
の
住
み
処
指
し
今
日
の
没
り

日
は
真
西
に
帰
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
安
永
子

病
み
し
身
に
草
茫
々
の
花
の
畑
ジ
ン
ジ
ャ
ー
の
白
の

か
を
り
が
届
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
原
美
智
子

雨
の
降
る
屋
敷
の
隅
に
ほ
ほ
ず
き
は
忘
れ
ず
今
年
も

色
ど
り
そ
え
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
野
悦
子

泗
水
短
歌
会

９
月
詠
草
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健
診
は
お
済
み
で
す
か
？

熊
本
県
被
爆
二
世
健
康
診
断

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

の
一
部
改
正
が
あ
り
ま
し
た

身
体
障
が
い
者
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　
　

相
談
日

第
２
弾
子
育
て
応
援
特
別
手

当
の
執
行
停
止
に
つ
い
て

70
歳
以
上
の
人
へ

自
動
車
運
転
免
許
証
の
更
新

は
お
早
め
に

　

次
の
日
程
で
、
健
診
を
実
施
し
ま

す
。
平
成
21
年
４
月
以
降
に
、
生
活

習
慣
病
健
診
（
19
～
39
歳
）
、
特
定

健
診
（
国
保
の
み
）
、
後
期
高
齢
者

健
診
（
満
75
歳
以
上
）
、
結
核
健
診

（
65
歳
以
上
）
を
受
診
し
て
い
な
い

人
は
、
ぜ
ひ
こ
の
期
間
に
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

と　

き　

11
月
26
日
（
木
）
、
27
日

（
金
）
、
30
日
（
月
）

受
付
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
前
11
時

と
こ
ろ　

菊
池
養
生
園
（
菊
池
広
域

保
健
セ
ン
タ
ー
）

料　

金

・
生
活
習
慣
病
健
診
（
19
～
39
歳
）

　

２
、
０
０
０
円

・
特
定
健
診
（
国
保
の
み
）

　

70
歳
未
満　

１
、
５
０
０
円

　

70
歳
以
上　

８
０
０
円

・ 

後
期
高
齢
者
健
診
（
満
75
歳
以
上
）

８
０
０
円

・
結
核
健
診
（
65
歳
以
上
）　

無
料

※ 

65
歳
未
満
の
人
は
有
料
（
６
８
０

円
）
と
な
り
ま
す
。

そ
の
他　

特
定
健
診
（
国
保
の
み
）

を
受
け
る
人
は
、
必
ず
受
診
券
と
国

民
健
康
保
険
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課
健
康
推
進
係

　

特
定
不
妊
治
療
（
体
外
受
精
お
よ

び
顕
微
授
精
）
を
受
け
て
い
る
夫
婦

に
対
し
て
、
治
療
に
要
す
る
費
用
の

一
部
を
助
成
す
る
事
業
が
、
次
の
と

お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

対
象
治
療
法

　

体
外
受
精
お
よ
び
顕
微
授
精

給
付
内
容　

１
回
の
治
療
に
つ
き
15

万
円
ま
で
と
し
、
１
年
度
あ
た
り
２

回
を
限
度
に
通
年
５
年
（
平
成
21
年

４
月
１
日
か
ら
５
月
28
日
ま
で
の
間

に
助
成
申
請
を
行
い
、
10
万
円
の
助

成
を
受
け
た
人
に
つ
い
て
は
５
万

　

菊
池
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会

で
は
、
身
体
障
が
い
者
の
人
を
対
象

に
、
手
帳
申
請
や
就
労
な
ど
に
つ
い

て
の
相
談
日
を
設
け
ま
す
。
お
気
軽

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

と　

き　

11
月
20
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　

菊
池
市
福
祉
会
館

対　

応　

身
体
障
が
い
者
相
談
員

そ
の
他　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す

問
い
合
わ
せ
先　

菊
池
市
身
体
障
害

者
福
祉
協
議
会
事
務
局

　

☎
（
24
）
５
７
３
２

　

70
歳
以
上
の
人
が
自
動
車
運
転
免

許
証
を
更
新
す
る
場
合
、
自
動
車
学

校
で
高
齢
者
講
習
を
受
け
、
「
高
齢

者
講
習
終
了
証
明
書
」
を
持
参
の

上
、
警
察
署
ま
た
は
運
転
免
許
セ
ン

タ
ー
で
更
新
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

誕
生
日
の
約
６
カ
月
前
に
公
安
委

員
会
か
ら
高
齢
者
講
習
の
は
が
き
が

届
き
ま
す
。
こ
の
は
が
き
が
届
い
た

ら
、
す
ぐ
に
自
動
車
学
校
に
電
話
を

し
て
高
齢
者
講
習
の
予
約
を
し
て
く

だ
さ
い
。
予
約
を
し
な
い
と
、
講
習

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

※ 

講
習
は
、
い
つ
も
２
カ
月
先
ま
で

予
約
が
入
っ
て
い
ま
す
。
忘
れ
な

い
よ
う
に
、
早
め
に
予
約
を
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
地
区
交
通
安
全
協
会

　

☎
（
24
）
０
１
１
０

円
）

助
成
対
象
者　

体
外
受
精
お
よ
び
顕

微
授
精
以
外
の
治
療
法
で
は
妊
娠
の

可
能
性
が
な
い
と
医
師
に
診
断
さ
れ

た
県
内
（
熊
本
市
を
除
く
）
に
住
む

戸
籍
上
の
夫
婦

そ
の
他　

夫
婦
合
算
し
た
所
得
額
が

７
３
０
万
円
未
満
の
所
得
制
限
が
あ

り
ま
す

　

指
定
医
療
機
関
や
申
請
に
必
要
な

書
類
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

菊
池
保
健
所

　

☎
（
25
）
４
１
３
８

　

被
爆
二
世
の
人
を
対
象
に
健
康
診

断
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
者

　

実
父
・
実
母
の
ど
ち
ら
か
が
被
爆

者
で
、
健
康
に
不
安
を
持
つ
人

受
診
料　

無
料

日　

程　

別
表
の
と
お
り

内　

容　

視
診
、
問
診
、
聴
診
、
打

診
お
よ
び
触
診
に
よ
る
検
査
、
血
液

検
査
（
医
師
が
必
要
と
認
め
た
人
）
、

尿
検
査
、
血
圧
測
定
、
肝
臓
機
能
検

査そ
の
他　

検
査
の
結
果
、
治
療
が
必

要
と
な
っ
た
場
合
で
も
、
医
療
費
の

助
成
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
込
方
法　

希
望
す
る
実
施
機
関
の

申
込
期
限
ま
で
に
、
各
連
絡
先
へ
電

話
に
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

あ
な
た
も
老
人
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
、

新
し
い
仲
間
と
楽
し
い
活
動
や
地
域

に
貢
献
す
る
活
動
を
し
ま
せ
ん
か
？

老
人
ク
ラ
ブ
に
加
入
す
る
と

・ 

地
域
に
新
し
い
仲
間
が
で
き
ま
す
。

・ 

体
力
測
定
や
シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
を

と
お
し
て
、
健
康
づ
く
り
が
で
き

ま
す
。

・ 

今
ま
で
の
知
識
や
経
験
を
活
か
し

て
、
新
し
い
能
力
が
発
揮
で
き
ま
す
。

・ 

環
境
づ
く
り
や
友
愛
活
動
な
ど
、

社
会
活
動
へ
の
参
画
と
貢
献
が
で

き
ま
す
。

・ 

交
流
活
動
を
と
お
し
て
、
心
の
や

す
ら
ぎ
、
充
実
感
が
得
ら
れ
ま
す
。

・ 

老
人
ク
ラ
ブ
障
害
保
険
に
加
入
で

き
ま
す
。

加
入
条
件　

60
歳
以
上
で
あ
れ
ば
ど

な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す

※
60
歳
未
満
で
も
歓
迎
し
ま
す
。

申
込
方
法　

近
く
に
住
ん
で
い
る
老

人
ク
ラ
ブ
の
役
員
へ
申
し
込
む
か
、

電
話
に
て
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

☎
（
25
）
３
７
５
７

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
健
康
づ
く
り
推
進
課
疾
病

対
策
班

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
２
１
０

おしらせ
I n fo rmat i on

実施機関 所在地 連絡先 申込期限 健診日時
（財）熊本県
総合保健センター

熊本市東町
４-11-２

健康づくり推進課
０９６（３３３）２２１０ 11月６日（金） 11月19日（木）、20日（金）

午後１時～午後２時

公立
玉名中央病院

玉名市中
１９５０

有明保健所
０９６８（72）２１８４ 12日（木） 11月19日（木）

午前８時30分～午前９時30分

健康保険
八代総合病院

八代市松江城町
２-26

八代保健所
０９６５（32）６１２１ 13日（金） 11月20日（金）

午前８時30分～午前９時30分

健康保険
人吉総合病院

人吉市
老神町35

人吉保健所
０９６６（22）３１０７ 18日（水） 11月25日（水）

午後１時～午後１時30分

健康保険天草
中央総合病院

天草市
東町１０１

天草保健所
０９６９（23）０１７２ 10日（火） 11月18日（水）、25日（水）

午後１時30分～午後２時30分

096(385)3300（24時間）

モシモシ
11月の 健康情報

月: 新型インフルエンザとはどんな
病気か

火:ノロウイルス感染症
水: 新型インフルエンザによる子ど

もの脳症
木:歯列矯正における抜歯について
金:前立腺癌
土/日: 性について知ることは当たり

前のこと

　熊本県では、インフルエンザの推定患者数
が、一定の数を超えたことから、全国的な状
況や厚生労働省が発表した流行の予想を踏ま
え、９月１日（火）に「流行宣言」を行いま
した。
　今後、しばらく流行の予想が継続されます。
市民の皆さんへは、情報提供を行っていきま
すので、決して慌てることなく、冷静に行動
していただきますようお願いします。
　また、引き続き咳エチケットやこまめな手
洗い、うがいなど、感染予防に努めてくださ
い。
　これまで感染した人の中には、死亡を含め
いわゆる重症となった人も存在します。慢性
の病気をお持ちの人、妊娠している人、小さ
な子ども、高齢の人などは、特に注意が必要
です。
　妊娠している人で、インフルエンザ様の症
状がある場合は、必ず、かかりつけの産婦人
科に電話で連絡して、受診先などについて指
示を受けてください。
患者さんへの対応
　現在では、インフルエンザ患者（B 型を除く）
のほとんどが、新型インフルエンザ患者と考
えられています。そのため、現在 PCR 検査（遺
伝子検査）は、実施していません。
　医療機関でインフルエンザと診断された場
合は、できる限り自宅療養の上、外出を自粛
していただきますようお願いします。

インフルエンザの診療は、
原則として全ての医療機関で行っています
　まず、電話でかかりつけ医や最寄りの医療機関
に連絡し、受付時間などの指示を受けてください。
　なお、救急医療体制を維持するため、できる限
り診療時間内の受診をお願いします。
　かかりつけ医がない人や受診する医療機関が分
からない人は、インフルエンザ発熱相談センター
で最寄りの医療機関を紹介します。
問い合わせ先
　インフルエンザ発熱相談センター（菊池保健所）
　☎（25）４１５５
　（土・日、祝日を除く午前９時～午後５時 30 分）

　その他の新型インフルエンザに関する問い合わ
せは、下記にお願いします。
問い合わせ先
　熊本県健康危機管理課
　☎０９６（３３３）２２４０

問い合わせ先
健康推進課健康推進係

新型インフルエンザへの対応

　

10
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

「
子
育
て
応
援
特
別
手
当
（
平
成
21

年
度
版
）
」
は
、
そ
の
趣
旨
を
活
か

し
つ
つ
、
よ
り
充
実
し
た
新
し
い

「
子
ど
も
手
当
」
の
創
設
な
ど
、
子

育
て
支
援
策
を
推
進
す
る
た
め
、
国

が
執
行
停
止
を
し
た
こ
と
に
よ
り
、

菊
池
市
で
も
執
行
を
停
止
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

支
給
対
象
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
大

変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
こ

と
を
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

子
育
て
支
援
課
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I n f o r m a t i o n

保育所名 住所 定員 経営
主体

第一幼楽園 隈府785 120 公立

第二幼楽園 隈府441 90 公立

菊之池保育園 野間口721 90 公立

花房保育園 出田2515 60 公立

ルンビニ保育園 赤星892-4 60 私立

あすなろ保育園 雪野1738-3 60 私立

菊池ひかり保育園 亘109 120 私立

菊池さくら保育園 豊間304-2 60 私立

菊池みゆき保育園 北宮308-1 60 私立

菊池乳児保育園 野間口826 30 私立

保育所名 住所 定員 経営
主体

砦保育園 七城町流川212 60 公立

加茂川保育園 七城町甲佐町280-1 60 私立

清泉保育園 七城町林原948-2 60 私立

北合志保育園 旭志麓2915-39 30 私立

新明保育園 旭志新明2554 80 私立

川辺保育園 旭志川辺84-1 90 私立

泗水東保育園 泗水町富納464-1 100 私立

富原保育園 泗水町吉富175-46 120 私立

吉富保育園 泗水町吉富2658 80 私立

田島保育園 泗水町田島584-1 70 私立

福本保育園 泗水町福本1792 120 私立

平成22年4月1日から
新規で保育所に入所を希望する

児童を募集します

1  家庭の外で仕事をしている場合（家庭外労働）
2  家庭で児童と離れて、日常の家事以外の仕事（内
職など）をしている場合（家庭内労働）

3  出産予定月の前後２カ月である場合。
4  病気・負傷・心身に障がいがある場合。
5  長期にわたり病人や心身に障がいがある同居親族
を常時看護している場合。

6  火災などの災害による復旧にあたっている場合。
7  求職活動中である場合。
8  その他、前述の1～7に類する状態であると市長
が認める場合。

入所できる基準（要件）

　児童の保護者や同居している親族その他の人が、
児童福祉法に基づき次の 1～ 8のいずれかに該当
し、児童を保育することができないと認められる場
合、入所することができます。

現在保育所へ入所している児童

　平成22年４月から、現在入所している保育所へ継
続して入所希望する場合や、今と違う保育所へ入所
を希望する場合も、新たに申し込みが必要になります。
　受付時期になりましたらお知らせしますので、確認
してください。

問い合わせ・申込先　子育て支援課または各総合支所民生課  

申込用紙配布
11 月４日（水）～
申込受付期間
11 月 16日（月）～ 12月 18日（金）

平成 22年度途中に育児休業明けが決まっている人
（５月以降の入所希望者）

　平成22年度中に育児休業明けの職場復帰が決まっ
ている人で、入所予定がある人（職場から育児休業
中である証明ができる人）は、なるべく育児休業明
け２カ月前までに入所申し込みを行ってください。

提出書類

　次の1～4の書類を準備してください。

その他

・保育料は、子どもの年齢と家庭の課税状況によっ
て算定されます。

・１つの保育所に希望者が多く、定員を超える場合
は、面接を基に他の保育所に入所していただくこ
ともありますのであらかじめご了承ください。

1  保育所入所申込書（児童 1人につき 1枚）
　 子育て支援課または各総合支所民生課に用意して
います。

2  平成 21 年分源泉徴収票の写しまたは、平成 21
年分確定申告書の写し

3  平成 21年度課税台帳記載事項証明書
 　（平成 21年 1月 1日現在、菊池市以外に住んで
いる人のみ）

4  保護者または家庭の状況を明らかにする証明書
　 ※家庭の状況により市備え付けの書類が必要にな
　ります。

　　（就労証明書、自営業農林業経営者証明書など）
　 詳しくはお問い合わせください。

第５回　女性の手しごと展
期間：10月 21日（水）～ 11月 17日（火）
　陶芸・古布の作品・張り子・かずら工芸・トールペイン
トなど女性たちの手のぬくもりが伝わる優しい作品をご覧
ください。毎年恒例の企画展です。あなたのお気に入りの
作品が見つかるかも知れません。今年も丁寧に心を込めて
創りました。展示と共に販売もします。

夫婦の手紙・絵手紙展
期間：11月 22日（日）～ 12月 31日（木）
　口に出しては言えないけど、手紙や絵手紙にして大切な
人に伝えます。今年も全国からたくさんの作品が寄せられ
ました。あたたかな作品をすべて展示します。
　11月 22日 ( 日）は入賞作品の表彰式を行います。

　
　平成 22年５月までの展示を受け付けています。お気軽
にお越しください。
休館日　　なし
開館時間　午前９時～午後６時

問い合わせ先　菊池夢美術館　☎（23）1155
菊池夢美術館情報菊池夢美術館情報

「坊っちゃん」
挿絵展
泉　雄一
期間： 11月10日（火）

～11月22日（日）
　夏目漱石の「坊っちゃん」

の名場面を28枚の色紙に

して並べます。ご笑覧くだ

さい。

写真と水引展
フォトクラブ　ヌー　　松永恭子

期間：11月24日（火）～12月６日（日）

　喜寿を過ぎた私たちの迷作品と共に、
亡くなった

友人たちの作品・水引を、天に届けと展
示します。

ぜひご覧ください。

問い合わせ先　わいふ一番館　☎（24）6630
わいふ一番館だよりわいふ一番館だより

と　

き　

11
月
11
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜

と
こ
ろ

　

菊
池
市
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー

内　

容　

劇
団
員
に
よ
る
迫
力
あ
る

人
形
芝
居
で
、
毎
年
好
評
の
公
演
で

す
。
今
回
の
演
目
は
「
ね
ず
み
の
嫁

入
り
」
で
す
。

対　

象　

市
内
の
乳
幼
児
と
保
護
者

観
劇
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
先

　

児
童
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
24
）
３
４
７
２

　

１
つ
の
体
操
は
10
秒
間
を
１
回
行

い
ま
す
。

　

必
ず
大
き
な
声
で
数
え
ま
す
。
自

分
の
体
調
に
合
わ
せ
て
無
理
を
し
な

い
範
囲
で
行
い
ま
す
。

　

動
い
て
い
る
（
伸
ば
し
て
い
る
）

筋
肉
を
意
識
し
て
行
い
ま
す
。

効
果
の
あ
る
筋
肉

　

背
中
の
筋
肉
・
足
の
後
ろ
の
筋
肉

効　

果

・ 

足
の
後
ろ
が
わ
の
筋
肉
が
伸
ば
さ

れ
ま
す
。

・ 

腰
痛
・
膝
痛
の
予
防
と
軽
減
に
つ

な
が
り
ま
す
。

・ 

歩
行
時
に
つ
ま
ず
き
に
く
く
な
り

ま
す
。

注
意
点

・ 

曲
げ
て
い
る
足
は
し
っ
か
り
床
に

つ
け
、
倒
れ
な
い
よ
う
に
体
を
支

え
ま
す
。

・ 

伸
ば
し
て
い
る
足
が
曲
が
ら
な
い

よ
う
に
気
を
つ
け
ま
す
。

・ 

椅
子
か
ら
落
ち
な
い
よ
う
に
気
を

つ
け
ま
す
。

　
（
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い
人
は
誰
か
つ

　

 

き
そ
い
ま
し
ょ
う
）

・ 

体
が
固
く
、
不
安
定
な
場
合
に
は

　

椅
子
を
つ
か
ん
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

「
い
す
に
座
っ
て
で
き
る
き
く
ち

ゃ
ん
体
操
指
導
者
マ
ニ
ュ
ア
ル
」　

よ
り
抜
粋
。

問
い
合
わ
せ
先　

生
き
が
い
推
進
課

と　

き　

11
月
18
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜

と
こ
ろ

　

菊
池
市
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー

内　

容　

食
育
や
睡
眠
の
大
切
さ
、

健
康
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く
楽

し
い
講
演
で
す
。

講　

師　

若
松　

浩
さ
ん

そ
の
他　

託
児
を
し
ま
す
の
で
、
希

望
す
る
人
は
11
日
（
水
）
ま
で
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

児
童
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
24
）
３
４
７
２

人
形
芝
居

　
　

「
ぱ
れ
っ
と
」
公
演

す
く
す
く
ク
ラ
ブ

　
　
　

「
子
育
て
講
演
会
」

菊
池
養
生
園
保
健
組
合

　
　
　
　

非
常
勤
職
員
募
集

い
す
に
座
っ
て
で
き
る

　
　

き
く
ち
ゃ
ん
体
操
⑥

　
　
　
　

―
準
備
体
操
編
―

　

片
足
を
体
の
正
面
に
ま
っ
す
ぐ
伸

ば
し
、
か
か
と
を
床
に
つ
け
ま
す
。

つ
ま
先
を
自
分
の
方
に
向
け
、
体
を

前
に
倒
し
ま
す
。

　

終
わ
っ
た
ら
、
伸
ば
し
て
い
た
足

を
元
に
戻
し
ま
す
。
左
右
１
回
ず
つ

行
い
ま
す
。

職　

種　

臨
床
検
査
技
師

人　

数　

１
人

勤
務
場
所

　

菊
池
広
域
保
健
セ
ン
タ
ー

条　

件　

臨
床
検
査
技
師
資
格
取
得

者
で
あ
れ
ば
、
年
齢
や
性
別
は
問
い

ま
せ
ん

申
込
方
法　

写
真
付
き
履
歴
書
を
持

参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

申
込
期
限　

11
月
13
日
（
金
）
午
後

５
時
（
郵
送
の
場
合
は
13
日
（
金
）

の
消
印
有
効
）

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

菊
池
養
生
園
保
健
組
合
総
務
課

　

☎
（
38
）
２
８
２
０
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菊
池
市
地
域
人
権
教
育
指
導
員

田
崎
美
和

人
権
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ
○       

花
房
台
地
の
地
層
は
語
る（
そ
の
１
）

古
代
湖「
茂
賀
の
浦
」と
菊
池

シ
リ
ー
ズ
⑧

花房層（木柑子）

花
房
台
地
の
地
層
を
、
観
察
し
て
み

よ
う

　

鞠
智
城
か
ら
花
房
台
地
を
眺
め
る

と
、
台
地
が
平
ら
で
一
直
線
に
見
え

る
。
こ
の
よ
う
に
平
ら
な
地
形
は
、

ど
の
よ
う
に
し
て
で
き
る
の
だ
ろ
う

か
。
花
房
台
地
の
崖
で
は
、
水
の
中

で
で
き
た
こ
と
を
物
語
る
地
層
が
い

た
る
と
こ
ろ
で
見
ら
れ
る
。
道
路
沿

い
で
よ
く
見
え
る
と
こ
ろ
を
い
く
つ

か
紹
介
し
よ
う
。

　

木
柑
子
か
ら
花
房
台
地
へ
の
登
り

坂
が
４
本
あ
る
が
、
そ
の
一
番
西

側
の
坂
を
登
っ
て
い
く
と
、
ま
ず

層
理
の
は
っ
き
り
し
た
地
層
が
見
ら

れ
る
。
こ
れ
は
粘
土
と
砂
の
互
層
で

「
花
房
層
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。（

写
真
）

　

こ
の
花
房
層
は
、
12
万
年
前
に
堆

積
し
た
も
の
で
、
阿
蘇
―
３
の
火
砕

流
堆
積
物
を
含
ん
で
い
る
。
最
上
部

に
は
、
雲
仙
火
山
灰
を
主
体
に
し
た

赤
粘
土
質
火
山
灰
を
１
ｍ
ほ
ど
乗
せ

て
い
る
。
さ
ら
に
登
る
と
軽
石
を
多

く
含
む
阿
蘇
―
４
火
砕
流
に
移
行
す

る
。
こ
れ
は
、
阿
蘇
が
４
回
大
噴
火

し
た
中
の
最
後
の
も
の
で
、
９
万
年

前
の
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
登
る
と

横
穴
古
墳
の
上
に
黒
っ
ぽ
い
川
砂
の

共
生
と
人
権
「
高
齢
者
の
人
権
と
生

活
課
題
」
提
案
を
終
え
て

　

８
月
１
日
（
土
）
、
第
５
回
菊
池

市
人
権
・
同
和
教
育
研
究
大
会
に
お

い
て
、
「
高
齢
者
の
人
権
と
生
活
課

題
」
の
分
科
会
の
中
で
提
案
す
る
機

会
を
い
た
だ
き
、
あ
ら
た
め
て
自
分

自
身
の
こ
と
を
見
つ
め
る
大
事
な
時

間
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
ま
で
の

私
自
身
を
ふ
り
か
え
り
な
が
ら
、
あ

ら
た
め
て
文
字
で
綴
る
こ
と
を
通
し

て
、
自
分
の
こ
と
が
整
理
さ
れ
て
い

く
時
間
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
出
会
い
を
通

し
て
一
歩
を
ふ
み
だ
す
元
気
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

「
高
齢
者
の
人
権
」
に
は
ど
ん

な
問
題
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
考
え

た
時
、
介
護
・
介
護
予
防
・
生
き
が

い
・
社
会
参
加
・
生
活
費
に
関
す
る

こ
と
な
ど
幅
広
い
も
の
が
考
え
ら
れ

ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
、
ど
ん
な
こ

と
が
あ
ろ
う
と
私
を
見
守
り
、
一
生

懸
命
に
育
て
て
く
れ
た
亡
き
祖
母
の

こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
し
た
。
菊
池

市
に
住
み
13
年
に
な
り
ま
す
が
、
部

落
差
別
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
差
別
を

な
く
し
て
い
く
な
か
ま
と
の
出
会
い

の
中
で
、
亡
き
祖
母
と
の
出
会
い
な

お
し
も
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た

「
美
子
お
ば
ち
ゃ
ん
と
こ
の
じ
い

ち
ゃ
ん
ね
、
足
と
か
こ
れ
く
ら
い
細

か
け
ど
、
じ
い
ち
ゃ
ん
の
手
は
、
し

わ
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
大
き
い
け

ん
」
と
自
分
の
子
ど
も
の
つ
ぶ
や
き

に
も
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

家
族
の
一
員
と
し
て
暮
ら
し
を
支
え

て
き
て
く
れ
た
「
私
の
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
手
」
は
思
い
出
す
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
地
域
の
高
齢
者
の
皆
さ
ん

方
に
子
ど
も
た
ち
を
豊
か
に
育
て
て

も
ら
っ
て
い
る
こ
と
に
、
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

さ
て
分
科
会
で
は
、
あ
る
介
護
を

さ
れ
て
い
る
人
の
お
話
で
、
見
舞
い

に
行
く
と
手
を
し
っ
か
り
に
ぎ
ら
れ

る
姿
に
「
毎
日
、
会
い
に
行
き
た
い

と
思
う
ん
で
す
」
と
い
っ
た
生
の
声

や
色
々
と
あ
り
な
が
ら
も
最
期
を
迎

え
感
じ
ら
れ
た
こ
と
、
ホ
ス
ピ
ス
病

棟
で
お
父
さ
ん
と
缶
コ
ー
ヒ
ー
を
飲

み
な
が
ら
会
話
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を

出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
ん
な

時
間
を
参
加
者
の
人
々
と
共
有
で
き

た
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
私
に
と
っ

て
も
大
切
な
時
間
で
し
た
。

　

提
案
後
の
あ
る
日
、
マ
ザ
ー
テ
レ

サ
の
言
葉
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
そ

れ
は
「
愛
の
反
対
は
無
関
心
」
と
い

う
言
葉
で
す
。
「
相
手
を
尊
敬
す
る

と
は
ど
ん
な
こ
と
な
の
か
？
」
「
尊

敬
す
る
こ
と
で
差
別
を
無
く
す
と
は

ど
ん
な
こ
と
か
？
」
と
こ
れ
ま
で
考

え
て
き
ま
し
た
が
、
尊
敬
す
る
こ
と

と
は
そ
の
人
の
思
い
を
知
る
こ
と
で

あ
り
、
そ
の
人
の
が
ん
ば
り
に
気
づ

く
こ
と
で
は
な
い
か
と
強
く
感
じ
ま

し
た
。

　

今
、
私
た
ち
が
高
齢
者
の
人
権
問

題
を
考
え
る
こ
と
は
、
未
来
の
私
た

ち
を
考
え
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

私
は
こ
れ
か
ら
も
す
て
き
な
出
会
い

を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
状
況
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
温

か
く
つ
な
が
り
、
つ
な
が
っ
て
い
く

こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
を
、
次
世
代
の

子
ど
も
た
ち
に
も
伝
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
人
と
の
つ
な
が
り
の

中
で
、
ぶ
つ
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
出
会
い
の
中
で
学
び
、
人
と
の

つ
な
が
り
の
中
で
私
自
身
元
気
を
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
今
回
提
案
の
機
会

を
い
た
だ
き
、
参
加
者
の
人
々
の
思

い
に
ふ
れ
る
こ
と
で
、
あ
ら
た
め
て

多
く
を
語
ら
ず
、
我
慢
強
く
、
頑
固

で
、
穏
や
か
で
…
そ
ん
な
亡
き
祖
母

の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
人
生

の
先
輩
で
あ
る
人
々
の
が
ん
ば
り
や

人
と
し
て
の
温
か
さ
に
気
づ
か
せ
て

も
ら
い
な
が
ら
、
周
り
の
人
々
と
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
現
実
に
向

き
あ
い
な
が
ら
、
お
お
ら
か
で
元
気

に
生
き
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

層
が
１
ｍ
ほ
ど
乗
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
砂
鉄
を
多
量
に
含
ん
で
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
地
層
は
、
海
の
よ
う

な
大
き
な
湖
水
の
中
で
し
か
で
き
な

い
。
花
房
台
地
が
水
中
に
あ
っ
た
こ

と
を
証
明
し
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
。

（
文
責
）
熊
本
地
学
会
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
原　

英

お
わ
び
と
訂
正

　

広
報
き
く
ち
10
月
号
24
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
た
古
代
ロ
マ
ン
シ
リ
ー
ズ
で

一
部
「
菊
池
」
を
「
菊
地
」
と
記
載

し
て
い
ま
し
た
。

　

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
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問い合わせ先
男女共同参画推進室

　人権擁護委員による人権相
談が開催されます。相談は無料で秘密は守ら
れます。
　お気軽にご相談ください。
と　き　
　１２月８日（火）午前 10時～午後３時
ところ
　菊池市中央公民館、旭志老人憩いの家、七
城公民館、泗水総合支所
問い合わせ先
　人権啓発課
　各総合支所総務振興課

～バランスよく有効に「時間」を活用～
　ワークライフバランスとは、「仕事」と子育てや
親の介護、地域活動などの「仕事以外の生活」と
の調和がとれ、その両方が充実している状態のこ
とです。
　現在、仕事と生活の調和の実現を目指し、官民
をあげて取り組みが進められています。会社ぐる
みでワークライフバランスに取り組めば会社にも
こんなメリットが生まれます。
・多様な従業員の定着（離職率の低下）
・優秀な人材の確保
・コスト削減（残業代など）
・従業員の満足度や仕事への
  意欲の向上

お父さんも、育児休業が取れます！

自分らしい生き方
応援します！

　

人
権
問
題
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し

に
最
も
深
い
関
係
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
昔
か
ら
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る

迷
信
・
因
習
や
不
当
な
予
断
・
偏
見

な
ど
、
間
違
っ
て
受
け
止
め
て
い
る

こ
と
が
差
別
意
識
を
残
す
要
因
に

な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
こ
の
よ
う

な
中
、
地
域
に
根
ざ
し
た
さ
ま
ざ
ま

な
間
違
っ
た
問
題
を
正
し
く
理
解
し

改
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
私
た
ち
市
民
一
人
ひ
と

り
が
同
和
問
題
を
は
じ
め
、
す
べ
て

の
人
権
問
題
を
自
分
の
こ
と
と
し
て

受
け
止
め
、
不
合
理
な
差
別
に
対
す

る
問
題
意
識
を
高
め
な
が
ら
「
差
別

の
な
い
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
目

指
す
こ
と
を
目
的
に
、
懇
談
会
を
引

き
続
き
開
催
し
ま
す
。

実
施
時
期　

10
月
〜
12
月

※ 

実
施
日
は
、
各
区
長
を
通
じ
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

内　

容

・
人
権
啓
発
用
映
像
の
視
聴

・ 

同
和
問
題
の
起
源
や
差
別
が
残
さ

れ
た
経
緯
に
つ
い
て
認
識
を
深
め

る
た
め
の
学
習

・
懇
談
、
班
別
討
議
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

人
権
啓
発
課　

　

各
総
合
支
所
総
務
振
興
課

差
別
の
な
い
明
る
い
ま
ち
づ

く
り
懇
談
会
開
催

特設相談日

実施地区

※ 実施地区は、菊池、七城、旭志、泗水の４地区を、
行政区ごとに３ブロックに分けています。毎年１
ブロックずつ地区懇談会を実施し、３年間ですべ
ての地域を巡回します。

菊池地区 隈府地区全域

七城地区
山崎、上水次、下水次、岡田、流川、辺田、
荒牧、高田、台、瀬戸口、西郷従業員住宅、
砂田西団地、雇用促進

旭志地区 小川、姫井、北桜ケ水、南桜ケ水、妻越、
大迫、片川瀬、尾足

泗水地区
飛熊、上住吉、南住吉、北住吉、富納、
永、永南、永出分、南山手、桜山一、二、
三、四、五、六、七、八、九

～子育てをしたくても、仕事が
忙しくて子どもに関わることが
できない！というお父さんへ～
　育児休業は、男女問わず、子
どもが満１歳になるまでの希望
する期間、取ることができます。
○ うちの会社にも育児休業制度
はある？
　育児休業は、法律に基づき労
働者が請求できる権利です。仮に勤務先に育児休
業についての規定がない場合でも、申し出をすれ
ば休業することができます。
○ 育児休業を取ったら、会社を辞めさせられるの
では？
　育児休業を理由とした解雇その他不利益な取り
扱いは禁止されています。
○ 妻は専業主婦だけど、夫の自分が育児休業を取
れる？
　出産後８週以内なら、妻が専業主帰や産後休業
中でも父親の休業取得は可能です。
　仕事が忙しく、とても育児休業を取れるような
状況ではないというお父さん。子どもや家族との
良い関係づくりの第一歩として、子どもが生まれ
たら、まずは５日間でも休むことから始めてみま
せんか？

はじめよう、ワーク・
ライフ・バランス

＊＊
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I n f o r m a t i o n

　会社から解雇通告を受けましたが納得できません。
どのようなことに気をつけて対処すればよいですか？
　解雇通告を受けたら、解雇理由についての証明書の交付を
受けてください。もし、解雇理由に納得できないのであれば
「受け入れられない」との意思を、使用者に対して明確に伝え
ることが必要となります。
　解雇を納得していないのに、使用者が一方的に解雇予告手
当や退職金を支払った場合には、受け取らない方がよいで
しょう。解雇を承認したと判断される可能性があります。
　受け取る場合には「解雇予告手当ではなく、賃金の一部と
して受け取る」旨の意思表示を明確にすることが必要であ
り、証拠として残しておくためにも「内容証明郵便」で行った
方がよいと思われます。

　解雇されましたが納得できません。解決するために
は、どのような方法がありますか？
　解雇をはじめ労働問題に関するトラブルは、明らかな法律
違反の場合を除き、基本的には労働者と使用者との自主的な
話し合いで解決していくことが望ましいことです。しかし、
当事者同士では話し合いが進まないケースが多く見受けら
れます。
　そのようなときは、公的機関（労働局、労働基準監督署な
ど）に相談して適切なアドバイスや斡旋などを受けるととも
に、明らかな法律違反の場合には行政指導を求めることにな
ります。また、加入している労働組合を通じて、使用者と解雇
の撤回を求めて交渉する方法があります。
　公的相談機関や労働組合を通じても解決しない場合、最終
的には「裁判手続きの方法（民事調停の申立、仮処分の申立、
本訴）」によることになります。

問い合わせ先　商工観光課

労働問題解決の手引き６
解雇・雇止めの基礎知識

　

事
業
主
の
皆
さ
ん
「
労
働
保
険
」

の
加
入
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
。

 

「
労
働
保
険
」
と
は
、
労
災
保
険

と
雇
用
保
険
を
合
わ
せ
た
総
称
で
、

政
府
が
管
掌
す
る
保
険
制
度
で
す
。

 

「
労
働
保
険
」
は
事
業
の
種
類
や

規
模
に
関
わ
り
な
く
、
農
林
水
産
業

の
一
部
を
除
い
て
、
労
働
者
を
一
人

で
も
雇
用
し
て
い
る
事
業
主
は
、
加

入
手
続
き
を
行
い
労
働
保
険
料
を
納

付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
ま
だ
加
入
手
続
き
を
し
て
い
な

　

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
は
、

消
費
者
か
ら
の
「
預
り
金
的
な
性
格
」

を
有
す
る
税
金
で
す
。

　

消
費
者
の
立
場
に
立
て
ば
、
消
費

税
お
よ
び
地
方
消
費
税
を
納
税
者
が

滞
納
す
る
こ
と
は
、
到
底
許
さ
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

督
促
を
発
し
て
も
納
付
が
な
い
場

合
に
は
、
売
掛
金
や
預
金
な
ど
、
財

産
の
差
し
押
さ
え
を
行
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
売
掛
金
な
ど
の
差
し
押
さ

え
を
受
け
る
と
、
大
事
な
取
引
先
か

　

借
金
問
題
で
お
悩
み
の
人
の
無
料

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
相
談
員
や

弁
護
士
、
司
法
書
士
な
ど
、
専
門
家

に
相
談
す
る
こ
と
が
安
心
へ
の
早
道

で
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
で
き
る
だ
け
予
約
し
て
か

ら
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
予
約
先

　

熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６
（
３
８
３
）
０
９
９
９

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
２
９
１

い
事
業
所
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
厚
生
労
働
省
で
は
、
11
月

を
「
労
働
保
険
適
用
促
進
月
間
」
と

定
め
て
、
労
働
保
険
の
適
用
を
促
進

し
ま
す
。

　
「
労
働
保
険
」
に
加
入
し
て
い
る

と
、
労
働
者
の
人
が
業
務
上
や
通
勤

途
上
で
負
傷
し
た
り
、
病
院
に
か
か

っ
た
り
、
あ
る
い
は
不
幸
に
も
死
亡

さ
れ
た
場
合
に
必
要
な
労
災
保
険
給

付
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
リ
ス
ト
ラ
や
倒
産
な
ど

に
よ
り
失
業
し
た
場
合
の
失
業
給
付

や
、
在
職
中
に
お
け
る
育
児
お
よ
び

介
護
休
養
給
付
な
ど
も
受
け
ら
れ
る

ら
の
信
用
を
失
う
こ
と
に
も
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。
税
金
を
期
限
内
に
納
め

る
こ
と
は
、
社
会
の
ル
ー
ル
で
す
。

確
実
に
期
限
内
に
納
付
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
期
限
を
過
ぎ
る
と
本
税
の

ほ
か
、
延
滞
税
も
併
せ
て
納
付
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
期
限
内
に
納

付
で
き
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、

早
め
に
最
寄
り
の
税
務
署
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
税
務
署

　

☎
（
25
）
２
１
２
１

　

※
自
動
音
声
案
内

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
だ
手
続
き
を
し
て
い
な
い
事
業

主
は
、
速
や
か
に
加
入
手
続
き
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
労
働
保
険
制
度
や
加
入
手

続
き
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
最
寄
り

の
労
働
基
準
監
督
署
か
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
（
公
共
職
業
安
定
所
）
ま
た
は
、

熊
本
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室
へ
お

気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

　

☎
０
９
６
（
２
１
１
）
１
７
０
２

11
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進

月
間
で
す

消
費
税
滞
納
は

　
　
　

ル
ー
ル
違
反
で
す
！

多
重
債
務
者
相
談
強
化
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
無
料
相
談
会

と　き ところ

11月
16日（月）

荒尾総合文化センター
荒尾市荒尾４１８６番地 19

17日（火）菊池市福祉会館菊池市隈府８８８番地

18日（水）松島総合センター上天草市松島町合津４２７６番地 23

19日（木）熊本県八代地域振興局八代市西片町１６６０

20日（金）熊本県球磨地域振興局人吉市西間下町 86- １

21日（土）熊本県庁北側会議棟（熊本テルサ前）熊本市水前寺６丁目１８番１号

※ どの会場でも参加可能です。希望の会場へお
越しください。
※ 受付時間は、16 日（月）から 20 日（金）
までは午後１時から午後４時で、21日（土）
は午前 10時から午後４時です。

募集種目
　高等工科学校生徒
（陸上自衛隊）
受付期間
　11月１日（日）
～平成 22年１月８日（金）
試験日
一次　 平 成 22 年 １ 月 23 日

（土）
二次　 平成 22年２月６日（土）

～９日（火）
試験資格　
　中学校卒業（見込み含む）
15歳から 17歳未満の男子
問い合わせ先
　自衛隊熊本地方協力本部
菊池分駐所
　☎（24）２７７２

自衛官募集自衛官募集

　

熊
本
県
立
熊
本
高
等
技
術
訓
練
校

で
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
し

込
み
を
し
た
離
職
者
の
皆
さ
ん
に
対

し
て
、
再
就
職
に
有
利
に
な
る
よ
う

に
、
こ
れ
か
ら
就
こ
う
と
し
て
い
る

職
業
に
必
要
な
知
識
・
技
能
を
習
得

で
き
る
よ
う
応
援
し
ま
す
。

募
集
期
間　

11
月
25
日
（
水
）

　
　
　
　
　

〜
12
月
９
日
（
水
）

と　

き　

 

平
成
22
年
１
月
７
日
（
木
）

　
　
　
　

〜
３
月
31
日
（
水
）

と
こ
ろ　

 

ワ
イ
エ
ス
プ
ラ
ン
パ
ソ
コ

ン
ス
ク
ー
ル
山
鹿
校

申
込
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池

　

☎
（
24
）
８
６
０
９

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
立
熊
本
高
等
技
術
訓
練
校

　

☎
０
９
６
（
３
７
８
）
０
１
２
１

公
共
職
業
訓
練
受
講
生
募
集

●固定資産税第４期
●国民健康保険税第５期
※ 口座振替を利用している人は、11
月25日（水）に振替を行いますの
で、残高の確認をお願いします。

問い合わせ先　税務課、徴税課

11月の「税」の納期限
11月 30日（月）

近
隣
市
町
合
同
公
売
会
を
開
催
し
ま
す

　

市
税
・
国
保
税
の
徴
収
の
た
め
に
、

差
し
押
さ
え
た
日
用
品
・
食
器
・
置

物
な
ど
を
、
近
隣
市
町
と
合
同
で
次

の
と
お
り
公
売
し
ま
す
。
購
入
を
希

望
す
る
人
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

と　

き　

11
月
14
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
11
時
〜

　
　
　
　

（
開
場
は
午
前
10
時
）

と
こ
ろ　

菊
池
市
文
化
会
館

公
売
物
件　

日
用
品
、
食
器
、
置
物
、

自
動
車
、
そ
の
他

公
売
方
法　

入
札
・
せ
り
売
り
に
よ
る

当
日
必
要
な
も
の

・  

印
か
ん
（
認
め
印
で
可
。
法
人
の

　

場
合
は
代
表
者
印
）

・
購
入
代
金

・ 

本
人
が
確
認
で
き
る
も
の
（
免
許

証
、
保
険
証
な
ど
）

・ 

委
任
状
（
代
理
人
が
参
加
す
る
場

合
）

そ
の
他

・ 

公
売
財
産
の
引
き
渡
し
は
、
買
受

　

代
金
納
付
時
の
現
況
有
姿
で
行
い

　

ま
す
。

・ 

公
売
前
に
滞
納
税
が
完
納
に
な
っ

　

た
差
押
物
件
に
つ
い
て
は
、
公
売

　

中
止
と
な
り
ま
す
。

・ 

物
件
は
、
使
用
品
が
多
く
、
キ
ズ

　

な
ど
が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　

ご
理
解
の
う
え
参
加
し
て
く
だ
さ

　

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

徴
税
課
徴
税
係

公共事業入札の公表

※ その他の入札結果は、菊池市ホームページおよび菊池市役所総務課で閲覧できます。
※ 落札額が 10,000,000 円以上のものを掲載しています。

●入札(開札)日：９月２日（水）

件　名 工事場所 落札者 落札額（税込・円） 落札率 指名
業者数 事業担当課予定価格（税込・円）

平成21年度隈府小学校体育館耐震
補強建築工事 隈府 ㈱生田工務店 122,325,000 97.5% 5 都市整備課125,415,000
平成21年度隈府小学校体育館耐震
補強電気工事 隈府 ㈱九電工菊池営業所 12,075,000 94.9% 7 都市整備課12,726,000

●入札(開札)日：９月16日（水）

件　名 工事場所 落札者 落札額（税込・円） 落札率 指名
業者数 事業担当課予定価格（税込・円）

平成21年度矢護川線改良工事 旭志麓 ㈲旭産業 17,325,000 96.3% 7 旭志総合支所
建設課17,999,100

平成21年度桜山地区測量設計業務
委託

泗水町
永

三共コンサルタント
㈱菊池営業所

17,850,000 97.0% 10 下水道課18,393,900

●入札(開札)日：９月30日（水）

件　名 工事場所 落札者 落札額（税込・円） 落札率 指名
業者数 事業担当課予定価格（税込・円）

平成21年度津留尾足線強化舗装工
事

旭志
新明 ㈲岩根工業 11,970,000 96.7% 9 旭志総合支所

建設課12,373,200
平成21年度野間口地区（7007～
7009-3）築造工事 野間口 世紀建設㈱ 20,580,000 98.9% 13 下水道課20,812,050

222009 November広報きくち23 2009 November広報きくち



I n f o r m a t i o n

七城南地区

泗水地区

旭志地区

　熊本県では、きれいな川や海を健全な姿で次世
代へ継承していくために、平成 14年度から県民
運動に取り組んでいます。そのメイン行事である
県民大会を、今年度は菊池市で開催します。国内
外で水問題が顕在化しているなか、さまざまな恵
みを生み出している貴重な水資源を保全するため
に、私たち一人ひとりに何ができるのかを考えて
いきたいと思います。

シニアソムリエ
米野 真理子氏

と　き　11月７日（土）
　　　　午後１時～午後４時（午後０時 30分開場）
ところ　菊池市文化会館
大会テーマ
　恵みの水の保全と活用
～水源の地・菊池からのメッセージ～
入場料　無料
問い合わせ先
　熊本県水環境課
☎０９６（３３３）２２７２

パネルディスカッション
・コーディネーター
　市川　勉氏（東海大学産業工学部教授）
・パネリスト
　 山内彰雄氏（株式会社山内本店代表取締役社長）
　 桑原英彰氏
　（熊日編集局暮らし情報部長兼論説委員）
　中村ひろみ氏（ライター）
　 田村直美氏
　（ＮＰＯ法人七城環境ネットワーク・前代表）
　小嶋一誠氏（熊本県水環境課長）
　このほか、「くまもと・みんなの川と海づくり県民
運動賞」授賞式や、身近な川の水質調査や水の作文
コンクール展示など、水環境を考える催しも予定し
ています。

　熊本県では、きれいな川や海を健全な姿で次世　熊本県では、きれいな川や海を健全な姿で次世　熊本県では、きれいな川や海を健全な姿で次世　熊本県では、きれいな川や海を健全な姿で次世　熊本県では、きれいな川や海を健全な姿で次世
代へ継承していくために、平成 14年度から県民代へ継承していくために、平成 14年度から県民代へ継承していくために、平成 14年度から県民代へ継承していくために、平成 14年度から県民代へ継承していくために、平成 14年度から県民
運動に取り組んでいます。そのメイン行事である運動に取り組んでいます。そのメイン行事である運動に取り組んでいます。そのメイン行事である運動に取り組んでいます。そのメイン行事である運動に取り組んでいます。そのメイン行事である運動に取り組んでいます。そのメイン行事である運動に取り組んでいます。そのメイン行事である運動に取り組んでいます。そのメイン行事である運動に取り組んでいます。そのメイン行事である運動に取り組んでいます。そのメイン行事である運動に取り組んでいます。そのメイン行事である運動に取り組んでいます。そのメイン行事である運動に取り組んでいます。そのメイン行事である運動に取り組んでいます。そのメイン行事である運動に取り組んでいます。そのメイン行事である運動に取り組んでいます。そのメイン行事である運動に取り組んでいます。そのメイン行事である運動に取り組んでいます。そのメイン行事である運動に取り組んでいます。そのメイン行事である運動に取り組んでいます。そのメイン行事である運動に取り組んでいます。そのメイン行事である

「くまもと・みんなの川と海づくり県民大会」
が菊池市で
　開催されます

内　容
基調講演
　演題　「飲み倒れの街　
熊本の可能性～ミネラル
ウォーターが体内を駆け巡
るピュアな県民の底力～」
講演者　
米野　真理子氏
（シニアソムリエ）

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し

た
場
合
、
ご
み
収
集
業
務
を
次
の
と

お
り
取
り
扱
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

・ 

ご
み
の
収
集
は
継
続
し
て
実
施
し

ま
す
が
、
収
集
体
制
に
よ
り
一
部

の
収
集
を
変
更
（
可
燃
ご
み
の
週

１
回
収
集
な
ど
）
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

・ 

子
ど
も
会
な
ど
で
行
っ
て
い
る
集

団
回
収
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、

極
力
自
粛
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

感
染
者
が
使
用
し
た
マ
ス
ク
や
テ

　

ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
は
、
ビ
ニ
ー
ル
袋

　

を
二
重
に
し
て
ご
み
袋
に
入
れ
る

　

な
ど
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※ 

緊
急
の
場
合
、
収
集
方
法
な
ど
が

直
前
に
変
更
に
な
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
防
災
無
線
で
の
周
知
、

各
区
生
活
環
境
推
進
委
員
へ
の
連

絡
な
ど
迅
速
な
対
応
を
実
施
し
ま

す
が
、
収
集
が
混
乱
す
る
可
能
性

も
あ
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

環
境
課

　

菊
池
管
内
で
、
道
路
へ
の
倒
木
に

よ
る
車
両
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
道
路
や
歩
道
へ
の
倒
木
の

恐
れ
が
あ
っ
た
り
枝
が
張
り
出
し
て

い
る
な
ど
、
通
行
の
障
が
い
に
な
っ

て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

 

こ
れ
ら
が
原
因
で
車
両
や
歩
行
者
に

事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
当
該
樹
木

の
所
有
者
責
任
を
問
わ
れ
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
状
態
が
見
ら
れ
る
樹

木
の
所
有
者
の
皆
さ
ん
は
、
樹
木
の

伐
採
ま
た
は
枝
払
い
を
お
願
い
し
ま

す
。

○ 

道
路
・
歩
道
へ
樹
木
が
張
り
出
し

て
い
る
。

○ 

枯
れ
木
、
枯
れ
枝
な
ど
、
竹
林
の

繁
茂
に
よ
り
通
行
の
障
が
い
が
あ

る
。
ま
た
は
、
そ
の
恐
れ
が
あ
る
。

　

普
段
の
管
理
は
も
と
よ
り
強
風
や

大
雨
の
時
な
ど
は
、
特
に
注
意
す
る

よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

国
道
・
県
道
に
つ
い
て

　

熊
本
県
地
域
振
興
局
維
持
管
理
課

　

☎
（
25
）
２
１
６
７

市
道
に
つ
い
て　

土
木
課
管
理
係　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行

時
の
ご
み
収
集
運
搬
業
務

道
路
へ
の
倒
木
や
枝
の
張
り

出
し
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

道路へ枝が張り出している
状態（写真赤枠）

　

高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス

は
市
民
生
活
や
企
業
活
動
に
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
市
内
の
家
庭
や

企
業
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
菊
池

　

泗
水
地
区
に
つ
い
て
は
、
平
成
22

年
３
月
25
日
（
木
）
か
ら
の
サ
ー
ビ

ス
開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

調
査
と
工
事

　

泗
水
地
区
を
11
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け

　

七
城
南
・
旭
志
地
区
に
つ
い
て

は
現
地
調
査
の
後
、
平
成
22
年
７

月
末
ま
で
に
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
に
よ

る
地
区
説
明
会
が
順
次
行
な
わ
れ
ま

す
。

　

そ
の
他
、
市
で
は
市
内
全
域
の
情

報
格
差
解
消
を
目
指
し
て
お
り
、
今

回
未
整
備
の
中
山
間
地
域
に
つ
い
て

も
現
在
整
備
の
検
討
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

グ
ラ
ス
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
を

利
用
し
た
超
高
速
通
信
回
線
で
す
。

現
在
、
泗
水
・
七
城
南
・
旭
志
地
区

で
利
用
で
き
る
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
回
線
に
比

べ
、
大
変
速
い
通
信
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

市
で
は
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
さ
れ
て
い
な
い
泗
水
地

区
・
七
城
南
地
区
・
旭
志
地
区
に
つ

い
て
も
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
を
検
討
し

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

西
日
本
熊
本
支
店
と
、
最
新
サ
ー
ビ

ス
の
「
フ
レ
ッ
ツ
光
ネ
ク
ス
ト
」
の

提
供
に
つ
い
て
合
意
し
、
整
備
契
約

の
締
結
を
行
い
ま
し
た
。

て
、現
地
調
査
や
工
事
が
10
月
か
ら

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
期
間
中
道
路
電

柱
の
調
査
・
工
事
が
行
わ
れ
、
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
地
区
説
明
会
が

来
年
１
月
か
ら
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
に

よ
り
行
な
わ
れ
る
予
定
で
す
。

光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

　
　
　
整
備
開
始
！

菊
池
市
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
整
備
事
業

泗
水
・
七
城
南
・
旭
志
地
区
に

泗
水
地
区　
　
　
　

      
平
成
22
年
３
月
25
日（
木
）サ
ー
ビ
ス
開
始（
予
定
）

七
城
南
地
区
・
旭
志
地
区  

平
成
22
年
７
月
末
サ
ー
ビ
ス
開
始（
予
定
）

事
業
内
容

21
年
度
の
計
画

22
年
度
の
計
画

こ
ん
な
こ
と
が
で
き
ま
す

光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
と
は

調印式で握手をする中江支店長（右）と福村市長（左）

光ブロードバンド整備地区
問い合わせ先
事業について
　企画振興課情報システム係
申し込み・サービス内容・料金
について
　ＮＴＴ西日本熊本支店
　菊池営業所
　☎（25）２０００

※ ダウンロード時間は、ＤＶＤ１枚（４．７ＧＢ）の場
合です。
※利用環境により通信速度は変わる場合があります。

サービス

＜光回線＞
通信速度
最大１００Mbps

＜ADSL回線＞
通信速度
最大 47Mbps

＜ ISDN回線＞
通信速度
最大 64Kbps

ダウンロード時間

約６分 30秒

約 13分

約 163時間

ひ
か
り
電
話

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
加
入
電
話
へ
な
ら
ば
日
本

全
国
通
話
料
一
律
で
か
け
ら
れ
ま
す
。

映
像
サ
ー
ビ
ス

　

映
画
・
ア
ニ
メ
・
ド
ラ
マ
・
ス
ポ

ー
ツ
な
ど
多
く
の
専
門
チ
ャ
ン
ネ
ル

や
ビ
デ
オ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
映
像
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
ま

す
。

※ 

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
は
契

約
・
料
金
が
必
要
で
す
。

242009 November広報きくち25 2009 November広報きくち



I n f o r m a t i o n

と　

き　

11
月
23
日(

祝)

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
開
場

　
　
　
　

午
後
２
時
開
演

と
こ
ろ

　

菊
池
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

出
演
者　

劇
団
に
ゃ
あ(
菊
池
市
観
光

大
使)

、
林
家
花
丸
、
マ
ギ
ー
司
郎
、

三
笑
亭
夢
之
助

入
場
料

　

Ｓ
席[

指
定
席]

一
般　

３
、
５
０
０
円

（
当
日
４
、
０
０
０
円
）

　

Ａ
席[

自
由
席]

一
般　

２
、
５
０
０
円

（
当
日
３
、
０
０
０
円
）

※ 

菊
池
市
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
は
５
０

　

０
円
引
き
で
す
、
各
支
部
の
事
務

　

局
で
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

販
売
所　

菊
池
市
文
化
会
館
、
キ
ャ

ニ
オ
ン
店
内(

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン)

、
夢
空
間
店
内(

イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン)

、
フ
ォ
ト
＆
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

(

マ
ル
シ
ョ
ク
泗
水
店
内)

、
鶴
丸

市
場
店
内
、
交
通
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
、

ム
サ
シ
プ
ラ
ザ
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー

ト
、
サ
ー
ク
ル
Ｋ
サ
ン
ク
ス
、
チ
ケ

ッ
ト
ぴ
あ(

Ｐ
コ
ー
ド
３
９
８-

２

２
７)

問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
市
文
化
会
館

☎
（
24
）
１
１
０
１

　

裁
判
員
候
補
者
名
簿
に
登
録
さ
れ

た
人
へ
、
名
簿
記
載
通
知
を
送
り
ま

す
。
こ
の
通
知
は
、
裁
判
員
に
選
ば

れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
事
前
に

お
伝
え
し
、
あ
ら
か
じ
め
心
づ
も
り

を
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
送
る
も
の

で
す
。

　

ま
た
、
裁
判
員
候
補
者
の
事
情
を

早
期
に
把
握
し
、
明
ら
か
に
辞
退
が

認
め
ら
れ
る
場
合
な
ど
の
確
認
の
た

め
、
調
査
票
を
同
封
し
ま
す
。

　

裁
判
員
制
度
に
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
地
方
裁
判
所
総
務
課

　

☎
０
９
６
（
３
２
５
）
２
１
２
１

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
っ
ぴ
ぃ
・
は
っ

ぴ
ぃ
で
は
、
結
婚
を
望
む
独
身
男
女

の
出
会
い
の
場
を
設
け
ま
し
た
。

と
　
き　

11
月
22
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
受
付

と
こ
ろ　

熊
本
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

参
加
費　

１
、
０
０
０
円

　

申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
っ

ぴ
ぃ
・
は
っ
ぴ
ぃ
（
江
藤
）

☎
０
９
０
（
５
４
８
８
）
８
２
４
３

　

電
気
は
便
利
で
な
く
て
は
な
ら
な

い
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
す
。
ま
た
、
ク

リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
も
重

要
視
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
使
い
方
を

間
違
え
る
と
感
電
や
火
災
な
ど
の
重

大
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

●
ぬ
れ
た
手
は
危
険

　

手
や
足
が
ぬ
れ
て
い
る
と
、
１
０

０
ボ
ル
ト
で
も
電
気
に
触
る
と
感
電

死
亡
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
電
気

機
器
に
触
る
と
き
は
、
手
足
を
よ
く

拭
い
て
か
ら
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
電
気
工
事
は
電
気
工
事
店
へ

　

家
庭
や
商
店
な
ど
の
電
気
工
事
は
、

電
気
工
事
士
の
資
格
を
持
っ
た
人
で

な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
素
人
が
工
事
を
す
る
と
、

感
電
や
電
気
火
災
が
発
生
す
る
こ
と

に
も
な
り
非
常
に
危
険
で
す
。
安
全

で
便
利
に
使
用
で
き
る
屋
内
配
線
は
、

電
気
工
事
店
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

●
プ
ラ
グ
を
抜
く
と
き

　

コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
プ
ラ
グ
を
抜
く

と
き
に
、
コ
ー
ド
を
引
っ
張
っ
て
抜

く
と
、
接
続
部
に
力
が
か
か
り
電
線

が
切
れ
て
し
ま
い
、
事
故
の
も
と
に

な
り
ま
す
。
プ
ラ
グ
を
抜
く
と
き
は
、

必
ず
プ
ラ
グ
を
持
っ
て
抜
く
習
慣
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　

財
団
法
人
九
州
電
気
保
安
協
会

　

☎
０
９
２
（
７
１
１
）
０
０
５
６

と　

き

　

11
月
15
日
（
日
）
〜
21
日
（
土
）

平
日　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

土
日　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

相
談
内
容　

女
性
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ

ま
な
人
権
問
題

※
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

相
談
担
当
者

　

人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

問
い
合
わ
せ
先

　

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

☎
０
５
７
０
（
０
７
０
）
８
１
０

　

な
お
、
熊
本
地
方
法
務
局
で
も
同
じ

専
用
電
話
番
号
で
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。

　

矯
正
行
政
に
対
す
る
理
解
と
協
力

を
求
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
刑

務
所
作
業
所
製
品
な
ど
を
展
示
販
売

す
る
熊
本
矯
正
展
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

11
月
14
日
（
土
）
、
15
日

（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※ 

15
日
（
日
）
は
、
午
後
３
時
ま
で
。

と
こ
ろ　

熊
本
刑
務
所

内　

容　

矯
正
広
報
パ
ネ
ル
・
共
同

室
の
展
示
、
作
品
の
展
示
・
販
売
、

バ
ザ
ー
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
刑
務
所
処
遇
部
企
画
部
門

　

☎
０
９
６
（
３
６
２
）
３
５
１
３

　

情
報
検
索
サ
イ
ト
「
学
び
ネ
ッ
ト

く
ま
も
と
」
は
、
県
内
で
実
施
さ
れ

る
さ
ま
ざ
ま
な
講
座
情
報
を
見
る
こ

と
が
で
き
、
希
望
の
学
習
内
容
や
開

催
地
域
な
ど
で
、
学
習
情
報
を
検
索

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
県
生
涯
学
習
推
進
セ
ン

タ
ー
が
主
催
し
た
講
座
や
講
師
情
報

も
見
る
こ
と
が
で
き
、
実
際
に
開
催

さ
れ
た
一
部
の
講
座
を
音
声
と
資
料

で
ご
覧
い
た
だ
け
る
く
ま
も
と
県
民

カ
レ
ッ
ジ
主
催
講
座
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
版
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
生
涯
学
習
活
動
を
し

て
い
る
団
体
や
サ
ー
ク
ル
の
検
索
、

学
習
活
動
の
会
場
と
し
て
県
内
の
施

設
の
検
索
が
で
き
ま
す
。
学
び
た
い

あ
な
た
、
一
人
ひ
と
り
に
役
立
つ
情

報
が
た
く
さ
ん
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

閲
覧
方
法　

検
索
サ
イ
ト
で
「
熊
本

県
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
」
と
検

索
す
る
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ

ス
か
ら
ロ
グ
イ
ン
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６
（
３
５
５
）
４
３
１
２

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w

w
w
.p
a
re
a
.p
re
f.

k
u
m
a
m
o
to
.jp
/m
a
n
a
b
i/in
d
e
x.

a
sp

裁
判
員
制
度

　
　
　

名
簿
記
載
通
知
発
送

幸
せ
探
し
に

一
歩
進
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

電
気
事
故
ゼ
ロ
を

　
　
　
　

目
指
し
ま
し
ょ
う

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

熊
本
矯
正
展

学
び
ネ
ッ
ト
く
ま
も
と

お
わ
び
と
訂
正

　

広
報
き
く
ち
10
月
号
９
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
た
交
通
安
全
ふ
れ
あ
い
ミ
ニ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の
結
果
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　

誤

　

準
優
勝　

泗
水
・
永
チ
ー
ム

　

３　

位

　

菊
池
・
な
か
よ
し
Ａ
チ
ー
ム

　

正

　

準
優
勝

　

菊
池
・
な
か
よ
し
Ａ
チ
ー
ム

　

３　

位　

泗
水
・
永
チ
ー
ム　
　

　

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

三
笑
亭
夢
之
助
・
マ
ギ
ー
司

郎
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
笑＊

＊
＊ ＊

菊池市職員採用試験の追加募集

受験資格
高卒程度
　昭和 60年４月２日から平成４年４月１日まで
に生まれた者
短大卒程度
　昭和 58年４月２日から平成２年４月１日まで
に生まれた者
受付期間　11 月２日 ( 月 ) ～ 11 月 20 日 ( 金 )
※土日・祝日を除く。
一次試験　　と　き　12月 12日 ( 土 )
　　　　　　ところ　菊池市中央公民館
二次試験　　と　き　平成 22年１月上旬（予定）
　　　　　　ところ　菊池市役所
申込書の請求
　申込用紙は、職員課および各総合支所総務振興
課に用意しています。
　詳細については、本庁および各総合支所掲示板、
菊池市ホームページをご覧ください。
問い合わせ・申込先　職員課

　平成2１年度菊池市職員採用試験（追加募集）を
実施します。
募集職種および採用予定者数
程　　度 職　　種 採用予定者数

高卒程度 介護士 ２人程度

短大卒程度 看護師 ２人程度

　

美
人
道 

ヨ
ガ
と
気
功
の
ボ
デ
ィ

ワ
ー
ク
。
気
功
の
達
人
が
菊
池

に
や
っ
て
く
る

問い合わせ先　企画振興課広報統計係
メールアドレス　kouhou@city.kikuchi.lg.jp

市民の広場
　ここは市民の皆さんと作り上げる場です。
　ひとつの投稿につき、14文字× 17行までの掲載と
なります。また、写真などの掲載も可能です。投稿は
随時募集していますが、編集の都合上、掲載できない
場合もありますのでご了承ください。
　詳細についてはお問い合わせください。

＊＊

と　

き　

11
月
14
日（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
小
雨
決
行
。

と
こ
ろ　

富
の
原
慰
霊
碑
前
集
合

内　

容　

花
房
の
戦
争
遺
跡
を
、

マ
ッ
プ
を
も
と
に
巡
り
ま
す
。

参
加
費　

５
０
０
円（
資
料
代
お
よ

び
保
存
活
動
へ
の
協
賛
金
）

　

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

花
房
飛
行
場
の
戦
争
遺
産
を
未

来
に
つ
た
え
る
会（
髙
谷
）

　

☎（
38
）２
２
５
２

・ 

運
動
が
苦
手
な
人
で
も
参
加
で

き
る
心
身
の
健
康
の
つ
く
り
方

と　

き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

12
月
９
日
（
水
）
19
時
〜

　

10
日
（
木
）
６
時
〜

と
こ
ろ　

ホ
テ
ル
月
見
殿

内　

容  

中
先
生
の
気
功
、
冒
険
の

話
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
ヨ
ガ
、
野
菜
と

シ
ー
フ
ー
ド
デ
ィ
ナ
ー
、
温
泉

問
い
合
わ
せ
先　

（
古
田
）

　

☎
０
８
０（
１
７
８
９
）
１
０
０
６

第
２
回
花
房
飛
行
場
を
歩
こ
う

　
　
　
　
　

見
学
会
参
加
者
募
集

と　

き　

11
月
22
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜

と
こ
ろ

　

竜
門
ダ
ム
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
広
場

内　

容　

野
菜
競
り
市（
午
前
11
時

〜
）、剣
道
の
野
試
合
や
校
区
有
志

に
よ
る
バ
ン
ド

問
い
合
わ
せ
先

　

事
務
局（
米
村
）

　

☎（
25
）７
１
１
１

第
23
回
龍
門
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
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I n f o r m a t i o n

　

９
回
目
の
今
回
は
「
キ
ロ
ギ
・
ア
ッ

パ(

雁
お
父
さ
ん)

と
韓
国
の
英
語
教
育

熱
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

菊池市役所
国際観光マネージャー
金　相廷さん

韓
国
発
見
シ
リ
ー
ズ
⑨

こ
ん
に
ち
は
金キ

ム

で
す

ふ
る
さ
と
歴
史
探
訪
‐
き
く

ち
の
近
代
遺
産
を
歩
く
‐

　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

　

菊
池
市
内
に
は
囃
子
や
神
楽
、
獅

子
舞
、
太
鼓
な
ど
の
民
俗
芸
能
が
数

多
く
保
存
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
な
か
か
ら
今
回
は
出
田
の
獅
子

舞
、
岩
本
神
楽
、
田
島
菅
原
神
社
神

楽
を
紹
介
し
ま
す
。
勇
壮
な
獅
子
舞

と
地
域
に
伝
わ
る
神
楽
を
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

出
田
の
獅
子
舞
（
出
田
）

　

先
導
役
の
拍
子
木
と
掛
け
声
に
導

か
れ
、
横
笛
と
太
鼓
の
奏
に
の
っ
て

舞
う
勇
壮
な
獅
子
舞
は
古
く
か
ら
伝

わ
る
芸
能
で
、
地
元
の
小
学
校
で
も

後
継
者
育
成
・
地
域
学
習
に
活
用
さ

れ
多
く
の
場
所
で
発
表
し
て
い
ま
す
。

○
出
田
若
宮
神
社
秋
祭
り
奉
納

と　

き　

11
月
25
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
７
時
ご
ろ
〜

と
こ
ろ　

出
田
若
宮
神
社

岩
本
神
楽
（
旭
志
弁
利
）

　

明
治
４
年
か
ら
始
め
ら
れ
た
神
楽

は
８
座
で
構
成
さ
れ
、
奉
納
の
ほ

か
、
要
請
が
あ
れ
ば
隣
接
区
の
祭
り

で
奉
納
し
、
着
実
に
保
存
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
神
社
の
夏
祭
り

の
と
き
に
は
「
茅
の
輪
く
ぐ
り
」
も

行
っ
て
い
ま
す
。

○
岩
本
菅
原
神
社
秋
祭
り
奉
納

と　

き　

11
月
25
日
（
水
）

　
　
　
　

正
午
ご
ろ
〜

と
こ
ろ　

岩
本
菅
原
神
社

○
岩
本
天
神
祭
奉
納

と　

き　

12
月
15
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
６
時
ご
ろ
〜

と
こ
ろ　

岩
本
巻
天
神
の
椋
の
木

田
島
菅
原
神
社
神
楽

（
泗
水
町
田
島
）

　

現
在
の
神
楽
は
岩
戸
神
楽
の
流
れ

を
汲
む
と
言
わ
れ
、
８
座
で
構
成
さ

れ
る
な
か
に
は
面
を
付
け
る
も
の
も

あ
り
ま
す
。
奉
納
の
ほ
か
、
地
元
保

育
園
の
子
ど
も
た
ち
に
神
楽
を
教

え
、
発
表
す
る
な
ど
後
継
者
候
補
生

を
育
て
て
い
ま
す
。

○
田
島
菅
原
神
社
秋
祭
り
奉
納

と　

き　

11
月
25
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
11
時
ご
ろ
〜

○
正
月
奉
納

と　

き　

12
月
31
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
11
時
30
分
ご
ろ
〜

○
田
島
菅
原
神
社
春
祭
り
奉
納

と　

き　

２
月
25
日
（
木
）

と
こ
ろ　

す
べ
て
田
島
菅
原
神
社

問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

隈府市街地を埋蔵文化財包蔵地にしました

　近年の調査の成果に伴い
左図のとおり、赤枠で示し
た範囲を埋蔵文化財包蔵地
として熊本県遺跡地図に登
録しました。
　文化財保護法に基づき、
この赤枠内で次の工事をす
る際は、事前に届出が必要
になります。詳しくはお問
い合わせください。
該当工事　ビル建設工事、
住宅立替工事、駐車場舗装
工事、土木工事など
問い合わせ先
　生涯学習課文化振興係

　

菊
池
市
に
の
こ
る
近
代
の
文
化
遺

産
を
訪
ね
歩
く
「
ふ
る
さ
と
歴
史
探

訪
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き　

11
月
28
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
集
合

　
　
　
　

午
後
３
時
解
散
（
予
定
）

と
こ
ろ　

菊
池
市
役
所
集
合

見
学
先　

藤
田
橋
、
円
通
寺
、
姫
井

橋
、
花
房
飛
行
場
跡
、
泗
水
社
跡
、

伊
牟
田
塾
跡
、
高
島
舟
着
場
跡
、
古

耕
精
舎
跡
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※ 

貸
し
切
り
バ
ス
で
の
見
学
に
な
り

ま
す
。

募
集
期
間　

11
月
９
日
（
月
）
〜
11

月
18
日
（
水
）
の
平
日

募
集
人
数　

50
人
程
度
（
先
着
順
）

参
加
費　

一
人
５
０
０
円

そ
の
他　

活
動
し
や
す
い
格
好
で
来

て
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
後
日
参
加
者

に
ご
連
絡
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

　

「
菊
池
源
吾
」
と
は
西
郷
隆
盛
公

が
奄
美
大
島
龍
郷
町
に
潜
住
し
た
と

き
名
乗
っ
た
名
前
で
す
。

　

西
郷
家
は
菊
池
氏
初
代
則
隆
公

の
子
（
政
隆
）
が
七
城
町
西
郷
地

区
に
居
を
構
え
た
こ
と
に
始
ま
り
ま

す
。
こ
こ
に
西
郷
南
洲
先
生
祖
先
発

祥
の
地
の
記
念
碑
が
建
立
さ
れ
て
い

ま
す
。
最
近
で
は
、
鹿
児
島
県
下
の

人
々
も
西
郷
さ
ん
の
ル
ー
ツ
は
菊
池

市
に
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
き
て
い
ま

す
。

　

菊
池
源
吾
に
学
ぶ
会
は
、
西
郷
隆

盛
公
の
偉
業
の
足
跡
を
た
ど
り
人
間

性
や
生
き
方
な
ど
に
つ
い
て
学
習
し

て
い
る
会
で
す
。
今
回
、
西
郷
隆
盛

公
研
究
の
第
一
人
者
と
も
言
わ
れ
る

鹿
児
島
市
立
西
郷
南
洲
翁
顕
彰
館

の
高
栁
館
長
を
菊
池
市
に
お
招
き
し

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
た
く
さ
ん

の
人
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

と　

き　

11
月
15
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

　
　
　
　

（
午
後
１
時
開
場
）

と
こ
ろ　

七
城
公
民
館
講
堂

公
演
内
容　

菊
池
源
吾
に
つ
い
て
、

西
郷
・
大
久
保
の
関
係
、
西
郷
の
維

新
の
目
的
な
ど

入
場
料　

無
料

　

菊
池
源
吾
に
学
ぶ
会
に
興
味
の
あ

る
人
の
入
会
も
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

国
際
交
流
課

「
新
た
な
西
郷
像
を
語
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　

講
演
会

西郷南洲先生祖先
発祥の地の記念碑

　

菊
池
源
吾
に
つ
い
て
、

市民交流団員募集
～友好都市・岩手県遠野市へ

　民話の里「岩手県遠野市」への市民交流団員を募集しま
す。
　受け継がれる昔話語り、市民手づくりのミュージカル
「遠野ファンタジー」鑑賞のほか、遠野市の各種グループ
との意見交換会を行い、市民レベルでの心あたたまる交
流を行います。遠野市は約４人に１人が菊池（地）姓であ
ることから、菊池一族との歴史的つながりも推定される
ところです。平成10年から交流を行い、平成18年４月８
日には合併して友好都市の調印締結を行いました。
と　き　 平成22年１月30日（土）～２月１日（月）　
　　　　２泊３日
募集数　10人　
参加費　個人負担　約５０，０００円
　　　　　（都市間交流の会負担４０，０００円／人）
応募資格　地域の歴史、文化を継承し、まちづくりを担う
人材育成を目的とし、交流後は「菊池都市間交流の会」の
会員として市民相互の交流や、まちづくりに参加できる
人。
応募方法
　応募票の提出が必要となります。詳しくはお問い合わ
せください。
応募締切　12月11日（金）必着
問い合わせ・応募先
　菊池都市間交流の会事務局（菊池市役所国際交流課内）

　

韓
国
人
の
英
語
教
育
熱
を
表
わ
す

言
葉
に
「
キ
ロ
ギ
・
ア
ッ
パ
」
が
あ

る
。
子
ど
も
の
英
語
教
育
の
た
め
に

妻
子
を
英
語
圏(

主
に
ア
メ
リ
カ)

に

送
り
、
自
分
は
韓
国
に
残
り
妻
子
の

学
費
と
生
活
費
を
送
る
。
渡
り
鳥
の

よ
う
に
韓
国
と
家
族
の
間
を
行
き
来

す
る
父
親
の
姿
を
雁
に
例
え
た
言
葉

だ
。
最
近
で
は
、
韓
国
に
一
人
残
っ

た
父
親
が
孤
独
感
か
ら
自
殺
す
る
事

件
も
起
き
た
が
、
韓
国
人
の
英
語
熱

は
冷
め
な
い
。

　

韓
国
で
は
１
９
９
７
年
に
小
学

校
３
年
生
か
ら
英
語
教
育
を
始
め

た
。
２
０
０
４
年
８
月
に
は
京
畿
道

安
山
市
で
初
め
て
居
住
型
英
語
村
も

オ
ー
プ
ン
し
た
。
韓
国
最
大
規
模
の

京き
ょ
ん
ぎ
ど

畿
道
パ
ジ
ュ
英
語
村
は
路
面
電
車

で
入
場
す
る
と
銀
行
、
店
、
レ
ス
ト

ラ
ン
や
市
役
所
な
ど
が
並
び
、
英
語

を
母
語
と
す
る
外
国
人
が
常
駐
し
、

外
国
気
分
を
味
わ
え
る
。

　

英
語
村
は
韓
国
に
15
ヶ
所
あ
り
、低

費
用
で
英
語
に
触
れ
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。
例
え
ば
昌
ち
ゃ
ん
に
ょ
ん寧
郡
は
、
人
口

６
万
人
位
の
小
さ
な
自
治
体
だ
が
、

廃
校
を
活
用
し
小
規
模
の
英
語
キ
ャ

ン
プ
を
設
置
し
て
い
る
。

　

現
在
、
韓
国
政
府
は
２
０
１
０
年

を
め
ど
に
済
州
島
に
９
千
人
収
容
規

模
の
英
語
教
育
都
市
を
造
成
す
る
計

画
だ
。
こ
こ
で
は
ほ
と
ん
ど
の
科
目

を
英
語
で
行
う
。
入
学
対
象
は
小
学

校
３
年
か
ら
中
高
生
で
、
期
間
は
１

年
を
原
則
と
し
更
に
１
年
間
延
長
で

き
る
。
こ
こ
は
正
規
学
校
課
程
と
連

携
す
る
の
で
２
年
生
課
程
を
過
ご
せ

ば
、
元
の
学
校
で
進
級
で
き
る
。

　

韓
国
人
が
英
語
教
育
に
熱
心
な
の

は
な
ぜ
だ
ろ
う
？
輸
出
に
大
き
く
依

存
す
る
韓
国
経
済
で
は
英
語
は
必
須

だ
ろ
う
。
そ
し
て
孟
母
三
遷
の
教
育

熱
心
が
あ
る
。
我
が
子
を
出
世
さ
せ

た
い
と
い
う
過
度
の
期
待
と
、
学
歴

が
人
生
を
大
き
く
左
右
す
る
韓
国
社

会
の
現
状
だ
。
こ
れ
は
韓
国
が
抱
え

る
問
題
で
も
あ
り
、
反
面
、
長
所
か

も
し
れ
な
い
。

孟
母
三
遷
と
は

　

孟
子
の
母
は
、
墓
場
の
そ
ば
に
住

む
と
孟
子
が
葬
式
の
ま
ね
を
し
た
。

そ
れ
で
市
場
近
く
に
転
居
す
る
と
孟

子
が
商
人
の
ま
ね
を
し
た
。
学
校
の

そ
ば
に
転
居
す
る
と
礼
儀
作
法
を
ま

ね
た
。
こ
れ
ぞ
教
育
に
最
適
の
場
所

と
し
て
定
住
し
た
と
い
う
故
事
。
教

育
は
環
境
が
大
切
だ
と
い
う
教
え
。

ま
た
、
教
育
熱
心
な
母
親
の
例
。

菊
池
市
内
無
形
民
俗
芸
能
行
事
を

　
　
　
　
　
　
　
　

ご
覧
く
だ
さ
い
！
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　三
みかわ

川　翔
つばさ

夢くん
（３歳 ○菊　亘）
  父：義彦さん　母：美江さん

早
い
も
の
で
３
歳
に
な

り
ま
し
た
。み
ん
な
こ

れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
♡

Ｈ18年
11月13日
生まれ

11月１日
（日）

河野内科クリニック
(内・呼・ア・消・循・小 ) 菊陽町 096（233）1717

隈部医院
(内・消・胃・呼・放 ) 菊池市（25）2851

岸病院
(外・整・麻・内・呼・循 ) 菊池市（38）2750

池田クリニック (婦 ) 合志市 096（248）8600
石川歯科医院 菊陽町 096(232)5818

11月３日
（祝）

矢野医院 (外・内・胃・放 ) 菊陽町 096（232）5266
髙木医院 (内 ) 菊池市（25）2532
熊本リハビリテーション病
院 (整・リハ ) 菊陽町 096（232）3111

かつき皮膚科医院 (皮 ) 菊池市（24）5500

11月８日
（日）

さとう医院 (内・消・小 ) 大津町 096（293）2550
山岡胃腸科内科
(内・胃・消・肛 ) 合志市 096（248）9001

岩根胃腸科外科医院
(胃・外・消 ) 菊池市（25）4230

木庭耳鼻咽喉科医院
(ア・耳 ) 菊池市（24）2551

林田歯科クリニック 合志市 096(248)5088

11月15日
（日）

なみかわ小児科 (小 ) 大津町 096（293）1163
大森医院 (内・麻 ) 合志市 096（248）0003
川口病院 (外・整・内 ) 菊池市（25）2230
岡山眼科 (眼 ) 菊池市（25）2209
緒方歯科医院 菊陽町 096(232)4315

11月22日
（日）

てらしま小児科医院
(小・内 ) 菊陽町 096（232）5151

西合志病院 (内 ) 合志市 096（242）2745
田中医院 (内・胃・外 ) 菊池市 （38）7070
米田産婦人科医院
(産・婦・麻 ) 菊池市 （25）2589

クローバ－・子供歯科 大津町 096(294)6480

11月23日
（祝）

野沢内科医院
(内・循・消・小 ) 大津町 096（293）8000

宮川内科医院 (内・循 ) 合志市 096（248）2155
杜の里　かねこクリニック
(内・胃・消・外 ) 菊池市 （23）7522

堀田眼科 (眼 ) 菊陽町 096（292）3455

11月29日
（日）

竹田津医院 (内・小 ) 大津町 096（293）2521
成松内科医院
(内・呼・消・循 ) 合志市 096（345）5151

かとう整形外科光の森
(整・リハ・リウ ) 菊陽町 096（349）2255

菊池眼科 (眼 ) 菊池市 （25）5678
竹田津歯科医院 大津町 096(294)0787

12月６日
（日）

古荘医院 (内・小 ) 菊池市 （25）2046
ふじおか内科
(内・消・循 ) 菊陽町 096（232）7550

岩倉整形外科医院
(整・形成・リハ・麻 ) 大津町 096（293）8888

温耳鼻咽喉科医院 (耳 ) 合志市 096（248）6188
中村歯科医院 菊池市 (37)2300

本紙に掲載中の「ハッピー・バースデー」では、平成22年３月までに誕生日を迎える３歳までの子ども
さんの写真を募集しています。随時募集していますが、誕生月の掲載になりますので、誕生月の前月５日
（５日が休日の場合は前日）を締切日とします。掲載を希望する人は、写真にコメントを添えて、菊池市
役所本庁または各総合支所の広報担当まで申し込んでください（写真は後日持参でも可）。

休日在宅当番医 ※ 休日在宅当番医は変更されることがあります。休日や夜間の医療機関は、地域救急医療情報
センター（菊池広域連合消防本部）☎０９６（２３２）９３３１に問い合わせてください。

　

次
の
皆
さ
ん
か
ら
、
社
会
福
祉
協
議

会
事
業
費
と
し
て
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　

紙
面
を
か
り
て
、
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。　
　
　
（
敬
称
略
）

９
月
30
日
（
水
）
現
在

香
典
返
し
寄
付

菊
池
本
所

大
琳
寺　
　
　
　
澤さ

わ
や
ま
山　

晴は

る

み美

（
亡
母　
　
　
　

池い

け

だ田
セ
ツ
コ　

80
歳
）

柿
木
平　
　
　
　
野の

な

か中
ヤ
ス
子こ

（
亡
夫 

 

　

紀の
り

昭あ
き　

68
歳
）

上
木
庭　
　
　
　
松ま

つ
ば
ら原　

 

朝あ
さ

江え

（
亡
母　
　

 　
　
　

 

ス
ミ
エ　

96
歳
）

遊
蛇
口　
　
　
　
佐さ

と

う藤　

郁い

く

よ代

（
亡
夫　
　
　
　
　
　
　

良よ
し

龍た
つ　

79
歳
）

原
細
永　
　

     

後ご
と
う藤　

 

文ふ
み
こ子

（
亡
母　
　
　
　
　
　

カ
ズ
ヱ　

95
歳
）

高
野
瀬　
　

    

坂さ
か
も
と本
栄え

い
い
ち
ろ
う

一
郎

（
亡
妻　
　
　

 　
　
　

万ま

り

こ

里
子  

46
歳
）

鍋　

倉　
　

    

小こ
ば
や
し林　

敬け

い

こ子

（
亡
夫　
　
　

    　
　

雄ゆ
う

恵け

い  

85
歳
）

立　

町　
　

    

内う

ち

だ田
キ
ヨ
子こ

（
亡
夫　
　
　

  　
　
　

豊と
よ

信の
ぶ　

76
歳
）

高
野
瀬　
　

    

沓く
つ

野の　

誠
ま
こ
と

（
亡
妻　
　
　
　
　
　

喜き

よ

こ

代
子　

83
歳
）

上
西
寺　
　

      齋さ
い
と
う藤　

澄す

み

お夫

（
亡
父　
　
　
　
　

       

邦く
に

利と
し　

86
歳
）

切　

明　
　

   

城
じ
ょ
う 

ス
ワ
子こ

（
亡
夫　
　
　
　
　

       

政ま
さ

行ゆ
き　

87
歳
）

北　

宮　
　

      

石い
し

渕ぶ
ち　

博ひ

ろ

と人

（
亡
母　
　
　
　

        　

貞て

い

こ子　

89
歳
）

北　

宮　
　

   

田た

な

か中　

昭あ
き

雄お

（
亡
母　
　
　
　
　
　
　

ト
ミ　

95
歳
）

亘　
　
　
　

    

渡わ
た
な
べ邉　

和か
ず
ひ
ろ博

（
亡
母　
　
　
　
　
　

キ
ミ
子こ　

88
歳
）

高
野
瀬　
　

    

松ま
つ
な
が永　

信の
ぶ

明あ
き

（
亡
母　
　
　
　
　

  　

ツ
ネ　

89
歳
）

下
西
寺　
　

    

中な
か
が
わ川　

行ゆ
き

雄お

（
亡
妻　
　
　
　
　
　
　

倫り

ん

こ子　

83
歳
）

下　

町　
　

    

林は
や
し
だ田　

静し

ず

こ子

（
亡
兄　
　
　
　
　
　
　

忠た

だ

お夫　

64
歳
）

合
志
市　
　

    

渡わ
た
な
べ邉　

孝た
か

宏ひ
ろ

（
亡
叔
母　
　
　
　
　

ミ
エ
子こ　

80
歳
）

中　

原　
　

    

今い
ま
む
ら村　

禮れ
い

子こ

（
亡
夫　
　
　

 　
　
　

均
ひ
と
し　

58
歳
）

七
城
支
所　

水　

次　
　

    

池い
け
べ部  

昭
し
ょ
う

徳と
く

地
域
と
と
も
に

こ
ん
に
ち
は
熊
日
で
す

ｉ
ｎ
菊
池

と　

き　

11
月
８
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
開
場

と
こ
ろ　

菊
池
市
文
化
会
館

内　

容　

食
生
活
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

岸　

朝
子
さ
ん
を
招
い
て
の
講
演

会
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、

新
聞
エ
コ
バ
ッ
グ
づ
く
り
教
室
な
ど

の
ほ
か
、
Ｊ
Ａ
菊
池
に
よ
る
物
産
市

も
あ
り
ま
す
。

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
日
日
新
聞
社
読
者
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６
（
３
６
１
）
３
０
７
３

　前
まえだ

田　彩
あやな

名ちゃん
（１歳 ○菊　亘）
  父：純一さん　母：絵里奈さん

じ
ぃ
じ
、あ
ー
ち
ゃ

ん
大
好
き
☆
い
つ
も

あ
り
が
と
う
！

Ｈ20年
11月12日
生まれ

　坂
さかもと

本　飛
ひりゅう

龍くん
（２歳 ○旭　川上）
  父：健誠さん　母：真由美さん

乗
り
も
の
と
怪
獣
が

大
好
き
で
す

Ｈ19年
11月11日
生まれ

　島
しまだ

田　ななちゃん
（１歳 ○菊　片角）
  父：史一さん　母：ゆかりさん

お
姉
ち
ゃ
ん
い
つ

も
遊
ん
で
く
れ
て

あ
り
が
と
う
！

Ｈ20年
11月11日
生まれ

し
い
ち
ゃ
ん
、早
く

一
緒
に
遊
ぼ
う
ね
。

Ｈ18年
11月14日
生まれ

　田
たなか

中　陸
りくと

斗くん
（２歳 ○菊　辻）
  父：正章さん　母：文容子さん

夢
は
パ
パ
と
マ
マ
と

同
じ
陸
上
選
手
か

な
？

Ｈ19年
11月26日
生まれ

私たちは 双 子

　赤
あかほし

星　宗
むねのり

典くん
（１歳 ○菊　戸豊水）
  父：宗昌さん　母：彩乃さん

５
人
兄
弟
の
五
男
で

す
。お
兄
ち
ゃ
ん
た

ち
と
遊
ん
で
ま
す
。

　赤
あかほし

星　宗
むねしげ

繁くん
（１歳 ○菊　戸豊水）

５
人
兄
弟
の
四
男
で

す
。わ
い
わ
い
仲
良

し
兄
弟
で
す
。

Ｈ20年
11月５日
生まれ

Ｈ20年
11月５日
生まれ

　園
そのだ

田　愛
あいら

姫ちゃん
（１歳 ○菊　上西寺）
  父：秀樹さん　母：祐歌さん

パ
パ
♡
マ
マ
♡
大
好

き
〜
♡

Ｈ20年
11月1日
生まれ

　丸
まるやま

山　心
ここね

寧ちゃん
（１歳 ○泗　富の原西）
  父：由紘さん　母：美香さん

早
く
歩
い
て
し
お
ん

兄
チ
ャ
ン
と
散
歩
に

行
き
た
い
な
♪

Ｈ20年
11月25日
生まれ

　井
いのうえ

上　遼
りょう

くん
（１歳 ○菊　片角）
  父：隆雄さん　母：恵美さん

パ
パ
、マ
マ
大
好
き

♡

Ｈ20年
11月14日
生まれ

　木
きのした

下　奈
な み

美ちゃん
（３歳 ○菊　北宮）
  父：貴史さん　母：眞由美さん

じ
い
ち
ゃ
ん
、
ば
あ

ち
ゃ
ん
大
好
き
だ
よ
♡

Ｈ18年
11月４日
生まれ

　村
むらかみ

上　虎
こてつ

徹くん
（１歳 ○七　間所）
  父：和寿さん　母：光恵さん

り
ゅ
う
に
ぃ
ち
ゃ

ん
、だ
ぁ
い
す
き
！！

Ｈ20年
11月３日
生まれ

　丸
まるやま

山　千
ち な

奈ちゃん
（３歳 ○菊　長野）
  父：輝芳さん　母：友美さん

じ
ぃ
ち
ゃ
ん
、か
ん
れ

き
お
め
で
と
う
♡

Ｈ18年
11月６日
生まれ

　角
かくだ

田　葵
あおい

ちゃん
（２歳 ○菊　七坪）
  父：憲昭さん　母：洋美さん

じ
ぃ
じ
☆
ば
ぁ
ば
☆

椋
く
ん
、大
好
き
♡

Ｈ19年
11月24日
生まれ

　萩
はぎわら

原　元
げんき

気くん
（２歳 ○旭　平）
  父：真一郎さん　母：久美子さん

２
さ
い
に
な
り
ま
し

た
！！

Ｈ19年
11月７日
生まれ

ふ

じ
の 

い

つ

こ

　川
かわぐち

口　武
むさし

蔵くん
（１歳 ○菊　村田）
  父：克明さん　母：玲子さん

真
由
ね
え
ち
ゃ
ん

い
っ
ぱ
い
あ
そ
ぼ

〜
！！

Ｈ20年
11月11日
生まれ

　望
もちづき

月　麻
ま ほ

帆ちゃん
（３歳 ○泗　竹の下）
  父：淳さん　母：睦美さん

ひ
よ
姉
ち
ゃ
ん
、
柊

く
ん
仲
良
く
遊
ぼ
う

ね
！！

Ｈ18年
11月24日
生まれ

　平
たいら

　和
わか な

奏ちゃん
（１歳 ○菊　高野瀬）
  父：和則さん　母：美保さん

三
姉
妹
仲
よ
く
あ
そ

ん
で
ま
す
！

Ｈ20年
11月18日
生まれ

　松
まつおか

岡　信
のぶとら

虎くん
（３歳 ○旭　新明団地）
  父：稚史さん　母：智子さん

（
亡
従
姉　
　
　
　
　

千ち

と年
鶴づ 

 

90
歳
）

元　

村　
　

     

石い
し
も
と本　

勝か

つ

み巳

（
亡
父　
　
　
　
　
　
　

孝た
か

敏と
し　

68
歳
）

戸
田
島　
　

      

田た
し
ろ代　

 

玲れ

い

こ子

（
亡
夫　
　
　
　
　
　
　

隆た
か
の
ぶ信  

76
歳
）

加　

恵　
　

      

　
永な

が

タ
カ
子こ

（
亡
夫　
　
　
　
　
　
　

松ま
つ

雄お　

75
歳
）

旭
志
支
所

川　

上　
　

     

清し
み
ず水　

一い
っ
せ
い生

（
亡
母　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ス
ヲ

 

101
歳
）

川　

下　
　

     

石い
し
い井　

光み
つ

幸ゆ
き

（
亡
父　
　
　
　
　
　
　

己み

芳よ
し　

95
歳
）

岩　

本　
　

      

岩い

わ

ね根　

朝と

も

き來

（
亡
母　
　
　
　
　
　
　
ハ
ツ
コ

 

101
歳
）

小　

川　
　

     

吉き

ら良　

秀ひ
で

隆た
か

（
亡
母　
　
　
　
　
　

タ
ツ
子こ　

93
歳
）

高　

永　
　

     

郷ご
う　
　

洋よ
う
こ子

（
亡
母　
　
　
　
　
　

ミ
ヤ
子こ　

86
歳
）

小　

原　
　

      

藤
野
伊
津
子

（
亡
子　
　
　
　
　
　
　

誠せ
い
こ子　

61
歳
）

泗
水
支
所

久
米
一　
　

      

東
ひ
が
し 　

 

俊と
し

幸ゆ
き

（
亡
母　
　
　
　
　
　
　
フ
ク
エ

 

102
歳
）

村　

吉　
　

     

後ご
と
う藤　

順じ
ゅ
ん
こ子

（
亡
弟　
　
　
　
　
　
　

安や
す
ゆ
き幸　

69
歳
）

永　
　
　
　

     

出で
ぐ
ち口　

秀ひ
で
と
し俊

（
亡
父　
　
　
　

  　
　

隆
た
か
し　 

81
歳
）

北
住
吉　
　

    

山や
ま
し
た下　

義よ
し

明あ
き

（
亡
母　
　
　
　
　
　

ユ
キ
オ　

84
歳
）

富
の
原
一　

     

中な
か
は
ら原　

重し
げ
ひ
ろ弘

（
亡
母　
　
　
　
　
　
　

房ふ
さ

恵え　

99
歳
）

熊
本
市　
　

     

上じ
ょ
う
ど
い

土
井
和か

ず
は
る治

（
亡
父　
　
　
　
　
　
　

生せ
い

治じ　

83
歳
）
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